
「
省
力
」
と
「
得
力
」
に
つ
い
て

―
大
慧
宗
杲
の
修
証
の
構
造

―

廣

田

宗

玄

一
、
は
じ
め
に　

―
大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
―

北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
活
躍
し
た
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
は
、
看
話
禅
を
大
成
し
た
禅
者
と
し
て
夙
に
有
名
で
あ
る
。

大
慧
の
看
話
禅
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
例
が
参
考
と
な
る
。

若
し
径
截
に
理
会
せ
ん
と
要
せ
ば
、
須
ら
く
這
の
一
念
子
の
嚗
地
一
破
す
る
こ
と
を
得
、
方ま

さ

に
生
死
を
了さ

と

り
得
て
、
方は

じ

め
て
悟
入
と

名
づ
く
べ
し
。
然
れ
ど
も
切
に
心
を
存
し
て
破
る
こ
と
を
待
つ
可
か
ら
ず
。
若
し
心
を
存
し
て
破
る
処
に
在お

か
ば
、
則
ち
永
劫
に
破

る
時
有
る
こ
と
無
し
。
但
だ
妄
想
顛
倒
底
の
心
、
思
量
分
別
底
の
心
、
生
を
好
み
死
を
悪に

く

む
底
の
心
、
知
見
解
会
底
の
心
、
静
を
欣

び
鬧
を
厭
う
底
の
心
を
将
っ
て
、
一
時
に
按
下
し
て
、
只
だ
按
下
の
処
に
就
き
て
、
箇
の
話
頭
を
看
よ
。「
僧
、
趙
州
に
問
う
、『
狗

子
に
還
た
仏
性
有
り
や
』
と
。
州
云
わ
く
、『
無
』
と
」。
此
の
一
字
子
、
乃す

な
わ是

ち
許
多
の
悪
知
悪
覚
を
摧く

だ

く
底
の
器
仗
な
り
。
有
無

の
会
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
、
道
理
の
会
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
、
意
根
下
に
向お

い
て
思
量
卜ぼ

く

度た
く

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
揚
眉
瞬
目

の
処
に
挅だ

根こ
ん

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
語
路
上
に
向
い
て
活
計
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
、
無
事
甲
裏
に
在
り
て
颺あ

が
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、

挙
起
の
処
に
向
い
て
承
当
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
文
字
の
中
に
向
い
て
証
を
引
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
但
だ
十
二
時
中
、
四
威
儀
の
内
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に
向
い
て
、
時
時
に
提
撕
し
、
時
時
に
挙
覚
せ
よ
。「
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
」、
云
く
「
無
」。
日
用
を
離
れ
ず
、
試
み
に
此か

く

の

如
く
工
夫
を
做
し
看
よ
。
月
の
十
日
に
、
便
ち
自
ら
見
得
る
な
り
。

若
要
径
截
理
会
、
須
得
這
一
念
子
、
嚗
地
一
破
、
方
了
得
生
死
、
方
名
悟
入
。
然
切
不
可
存
心
待
破
。
若
存
心
在
破
処
、
則
永
劫
無
有
破
時
。
但

将
妄
想
顛
倒
底
心
、
思
量
分
別
底
心
、
好
生
悪
死
底
心
、
知
見
解
会
底
心
、
欣
静
厭
鬧
底
心
、
一
時
按
下
、
只
就
按
下
処
、
看
箇
話
頭
。
僧
問
趙

州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
此
一
字
子
、
乃
是
摧
許
多
悪
知
悪
覚
底
器
仗
也
。
不
得
作
有
無
会
、
不
得
作
道
理
会
、
不
得
向
意
根
下

思
量
卜
度
、
不
得
向
揚
眉
瞬
目
処
挅
根
、
不
得
向
語
路
上
作
活
計
、
不
得
颺
在
無
事
甲
裏
、
不
得
向
挙
起
処
承
当
、
不
得
向
文
字
中
引
証
。
但
向

十
二
時
中
四
威
儀
内
、時
時
提
撕
、時
時
挙
覚
。
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
云
、無
。
不
離
日
用
、試
如
此
做
工
夫
看
。
月
十
日
、便
自
見
得
也
。（『
大

慧
語
録
』
巻
二
六
・「
答
富
枢
密
」T

47-921c

）

端
的
な
理
解
を
求
め
る
な
ら
ば
、
一
念
が
バ
リ
ッ
と
裂
け
る
よ
う
な
経
験
を
し
て
、
生
死
を
悟
っ
て
初
め
て
悟
入
と
い
う
の
だ
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、心
を
留
め
て
一
念
が
バ
リ
ッ
と
裂
け
る
の
を
待
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
心
を
一
念
が
裂
け
る
と
こ
ろ
に
留
め
る
な
ら
ば
、

永
久
に
そ
う
い
う
経
験
を
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
た
だ
妄
想
顛
倒
、
思
量
分
別
、
生
を
好
み
死
を
憎
む
、
知
見
解
会
、
静
を
ね
が
い

動
を
厭
う
な
ど
、
こ
う
い
っ
た
分
別
心
を
一
度
に
ギ
ュ
ッ
と
押
さ
え
つ
け
、
そ
の
押
さ
え
つ
け
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
「
狗
子
無
仏
性
話
」

の
「
無
字
」
を
参
究
す
る
。
こ
の
「
無
字
」
こ
そ
が
、
様
々
な
ね
じ
け
た
知
覚
を
く
じ
く
武
器
で
あ
る
。

こ
の
「
無
」
を
悟
る
に
は
、
有
無
の
意
識
や
理
窟
の
意
識
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
言
句
の
上
で
そ
の
場
し
の
ぎ
を
す
る
よ
う
な
こ

と
も
し
て
は
い
け
な
い
し
、
平
常
無
事
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
話
頭
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
早
合
点
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
文

字
で
根
拠
付
け
を
す
る
よ
う
な
こ
と
も
い
け
な
い
。
た
だ
朝
か
ら
晩
ま
で
行
住
坐
臥
、
ど
ん
な
所
で
も
話
頭
の
工
夫
を
怠
っ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
に
看
話
の
工
夫
に
精
進
す
れ
ば
、
十
日
か
ひ
と
月
で
悟
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
の
大
慧
の
主
張
は
大
慧
の
基
本
的
な
看
話
の
方
法
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、
大
慧
の
看
話
は
、
無
字
の
よ
う
な
論
理
を
超
越
し

た
単
言
寸
句
な
話
頭
へ
の
、
行
住
坐
臥
に
わ
た
る
絶
え
ざ
る
意
識
の
集
中
が
そ
れ
で
あ
る
と
言
え
る
。
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真
理
を
悟
る
に
は
一
念
が
破
れ
る
よ
う
な
体
験
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
心
を
留
め
て
待
つ
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
あ
ら
ゆ

る
執
着
心
を
押
さ
え
つ
け
、
そ
の
押
さ
え
つ
け
た
と
こ
ろ
で
「
無
字
」
の
話
頭
を
参
究
す
る
。
四
六
時
中
、
こ
の
「
無
字
」
に
集
中
し
続

け
れ
ば
、
一
月
は
お
ろ
か
、
十
日
ほ
ど
で
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
看
話
禅
と
は
、
こ
う
し
た
話
頭
の
工
夫
に
よ
っ
て
悟

り
を
得
る
修
行
法
を
い
う
の
で
あ
る
。

看
話
禅
に
つ
い
て
は
近
年
、
大
幅
に
研
究
が
進
み
、
そ
の
成
立
の
過
程
や
内
容
に
つ
い
て
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
看
話

禅
は
五
祖
法
演
（
？
～
一
一
〇
四
）
の
頃
に
は
、
す
で
に
そ
の
端
緒
が
現
れ
て
お
り
、
や
が
て
五
祖
下
の
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～

一
一
三
五
）
に
よ
っ
て
思
想
的
に
形
作
ら
れ
、
圜
悟
の
法
嗣
の
大
慧
宗
杲
に
い
た
っ
て
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
大
慧
一
人
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
無
い
。
大
慧
の
看
話
禅
が
黙
照
禅
批
判
を
通
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
身
の
言
葉
か
ら
明
ら
か

な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
大
慧
に
お
い
て
そ
れ
が
看
話
禅
成
立
の
契
機
と
な
り
え
た
の
は
、
五
祖
―
圜
悟
の
間
に
形
成
さ
れ
、
脈
々
と
受
け

継
が
れ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
五
祖
や
圜
悟
と
、
実
際
に
看
話
禅
を
運
用
し
た
大
慧
と
の
修
証
観
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
か

と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
近
年
で
は
、
唐
代
禅
と
宋
代
禅
と
間
の
相
違
面
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

拙
稿
で
は
、
ま
ず
「
省
力
」
と
「
得
力
」
の
用
例
を
通
し
て
そ
の
意
味
の
変
遷
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
大
慧
の
語
録
に
見
え
る
「
省

力
」
と
「
得
力
」
の
用
例
を
引
い
て
検
討
を
加
え
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
語
を
大
慧
が
使
用
す
る
際
に
あ
わ
せ
て
頻
用
す
る
「
生
処
」
と

「
熟
処
」
と
い
う
語
も
取
り
上
げ
て
考
察
し
、
よ
り
こ
れ
ら
の
語
の
理
解
を
深
め
る
。
こ
う
し
た
作
業
に
よ
っ
て
、
大
慧
の
修
証
の
構
造

が
あ
る
程
度
、
整
理
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
概
ね
、
以
上
の
よ
う
な
見
通
し
に
よ
っ
て
拙
稿
を
進
め
た
い
。

（1）	

（2）	
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二
、「
省
力
」

「
省
力
」
や
「
得
力
」
と
い
う
の
は
、
大
慧
の
語
録
に
度
々
見
え
る
用
語
で
、
そ
の
修
証
論
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
語
は
大
慧
が
独
自
に
使
用
し
た
語
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
大
慧
以
前
の
禅
者
も
、
用
例
は
少
な
い
な
が
ら
も
使
用
し
て
い
る
言

葉
で
あ
る
。

ま
ず
、「
省
力
」
か
ら
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
黄
檗
希
運
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
伝
心
法
要
』
と
『
宛
陵
録
』
に
見
え
る
記
述
を
通

し
て
考
え
る
。

如
今
、
末
法
向こ

の

去か
た

、
多お

お
く是

く
の
禅
道
を
学
ぶ
者
は
皆
な
一
切
の
声
色
に
著
す
。
何
ぞ
我
が
心
に
与あ

ず
から

ざ
る
。
心
を
虚
空
に
同
じ
く
し

去
り
、
枯
木
石
頭
の
如
く
に
し
去
り
、
寒
灰
死
火
の
如
く
に
し
去
ら
ば
、
方ま

さ

に
少
分
の
相
応
有
ら
ん
。
若
し
是か

く

の
如
く
な
ら
ず
ん
ば
、

他
日
尽
く
閻
老
子
に
爾
を
拷こ

う

せ
ら
る
る
こ
と
在
り
。
爾
、
但
だ
有
無
の
諸
法
を
離
却
せ
ん
。
心
は
日
輪
の
如
く
、
常
に
虚
空
に
在
り

て
、
光
明
自
然
に
、
照
ら
さ
ず
し
て
照
ら
す
が
如
く
な
ら
ば
、
是
れ
省
力
底
の
事
な
ら
ず
や
。
此こ

こ

に
到
る
の
時
は
棲せ

い

泊は
く

の
処
無
し
。

即
ち
是
れ
諸
仏
の
行
を
行
ず
る
な
り
、
便す

な
わ是

ち
応
無
所
住
而
生
其
心
な
り
。
此
れ
は
是
れ
爾
の
清
浄
法
身
な
り
。
名
づ
け
て
阿
耨
菩

提
と
為
す
。

如
今
、
末
法
向
去
、
多
是
学
禅
道
者
、
皆
著
一
切
声
色
。
何
不
与
我
心
。
心
同
虚
空
去
、
如
枯
木
石
頭
去
、
如
寒
灰
死
火
去
、
方
有
少
分
相
応
。

若
不
如
是
、
他
日
、
尽
被
閻
老
子
拷
爾
在
。
爾
但
離
却
有
無
諸
法
、
心
如
日
輪
常
在
虚
空
、
光
明
自
然
、
不
照
而
照
。
不
是
省
力
底
事
。
到
此
之

時
、
無
棲
泊
処
。
即
是
行
諸
仏
行
。
便
是
応
無
所
住
而
生
其
心
。
此
是
爾
清
浄
法
身
。
名
為
阿
耨
菩
提
。（『
伝
心
法
要
』T

48-383b

）
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「
省
力
」
は
、
一
般
に
「
手
間
ひ
ま
を
省
く
。
手
数
が
省
け
る
」（
入
矢
義
高
監
修
・
古
賀
英
彦
編
著
『
禅
語
辞
典
』
思
文
閣
出
版･

一
九
九
一

年･
二
四
五
頁
）
と
解
さ
れ
る
。『
伝
心
法
要
』
に
拠
れ
ば
、「
心
」
と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
太
陽
が
常
に
虚
空
を
照
ら
す
よ
う
に
作
為

な
く
一
切
を
照
ら
し
尽
く
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
す
る
に
は
、「
心
」
を
虚
空
や
枯
れ
木
や
石
や
冷
え
た
灰
や
消
え
た
火
の

よ
う
な
状
態
に
到
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
切
が
諸
仏
の
行
と
な
り
、
清
浄
な
る
法
身

そ
の
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、「
心
」
の
本
来
性
と
そ
の
あ
り
方
に
立
ち
返
る
、
そ
の
立
ち
返
り
方
を
「
省
力
」
と
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
伝
心
法
要
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。

問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
道
、
如
何
に
し
て
修
行
せ
ん
」
と
。
師
云
わ
く
、「
道
は
是
れ
何
物
に
し
て
か
、
汝
、
修
行
せ
ん
と
欲
す

る
や
」
と
。
問
う
、「
諸
方
の
宗
師
、
相
承
し
て
参
禅
学
道
す
る
は
如
何
」
と
。
師
云
わ
く
、「
鈍
根
人
を
引
接
す
る
語
、
未
だ
依い

ひ
ょ
う憑

す
可
か
ら
ず
」
と
。
云
わ
く
、「
此
れ
即す

な
わ是

ち
鈍
根
人
を
引
接
す
る
語
な
ら
ば
、
未い

ぶ
か審

し
、
上
根
人
を
接
す
る
に
は
復は

た
何
の
法
を

か
説
く
や
」
と
。
師
云
く
、「
若も是
し
上
根
人
な
ら
ば
、
何
処
に
か
更
に
人
に
就
い
て
他
を
覓
め
ん
。
自
己
す
ら
尚
お
得
可
か
ら
ず
、

何い
か

に
況
や
更
に
別
に
法
有
り
て
情
に
当
ら
ん
や
。
見
ず
や
、
教
中
に
云
く
、『
法
法
何
の
状
ぞ
』
と
」
と
。
云
わ
く
、「
若
し
此
の
如

く
な
ら
ば
、
則
ち
都す

べ

て
求
覓
を
要
せ
ず
」
と
。
師
云
く
、「
若
し
与
麼
な
ら
ば
則
ち
心
力
を
省
く
」
と
。
…
…
又
た
云
わ
く
、「
我
が

此
の
禅
宗
、
上か

み
よ従

り
相
承
し
て
已こ

の

来か
た

、
曾
て
人
を
し
て
知
を
求
め
解げ

を
求
め
し
め
ず
、
只
だ
学
道
と
云
う
も
早す

で

に
是
れ
接
引
の
詞
な

る
の
み
。
然
し
て
道
も
亦
た
学
ぶ
可
か
ら
ず
。
情
に
学
解
を
存
せ
ば
、却
っ
て
迷
道
と
成
る
。
道
に
方
所
無
き
を
大
乗
心
と
名
づ
く
。

此
の
心
、
内
外
中
間
に
在
ら
ず
、
実
に
方
所
無
し
。
第
一
に
知
解
を
作な

し
て
、
只た

是だ

汝
の
如
今
の
情
量
の
処
を
の
み
説
く
こ
と
を
得

ざ
れ
。
情
量
若
し
尽
き
な
ば
、
心
に
方
所
無
し
。
此
の
道
、
天
真
に
し
て
、
本も

と
名
字
無
し
。
只
だ
世
人
識
ら
ず
、
迷
う
て
情
中
に

在
る
が
為
、
所
以
に
諸
仏
出
で
来
た
り
て
、
此
の
事じ

を
説
破
す
。
汝
ら
諸
人
の
了
ぜ
ざ
る
を
恐
れ
て
、
権か

り

に
道
の
名
を
立
つ
。
名
を
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守
り
て
解
を
生
ず
可
か
ら
ず
。
故
に
云
わ
く
、『
魚
を
得
て
筌せ

ん

を
忘
る
』
と
。
身
心
自
然
に
、
道
に
達
し
心
を
識
り
、
本
源
に
達
す

る
が
故
に
、
号
し
て
沙
門
と
為
す
。
沙
門
の
果
と
は
、
慮
を
息や

め
て
成
る
、
学
従よ

り
し
て
得
る
に
あ
ら
ず
。
…
…
実
に
定じ

ょ
う
ほ
う法の

如
来

の
説
く
可
き
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
。
我
が
此
の
宗
門
は
此
の
事
を
論
ぜ
ず
、
但
だ
心
を
息や

む
る
こ
と
を
知
れ
ば
即
ち
休や

む
。
更

に
前
を
思
い
後
を
慮

お
も
ん
ぱ
かる

こ
と
を
用
い
ず
」
と
。

問
如
何
是
道
、
如
何
修
行
。
師
云
、
道
是
何
物
、
汝
欲
修
行
。
問
、
諸
方
宗
師
相
承
、
参
禅
学
道
如
何
。
師
云
、
引
接
鈍
根
人
語
、
未
可
依
憑
。
云
、

此
即
是
引
接
鈍
根
人
語
、
未
審
接
上
根
人
復
説
何
法
。
師
云
、
若
是
上
根
人
、
何
処
更
就
人
覓
他
。
自
己
尚
不
可
得
。
何
況
更
別
有
法
当
情
。
不

見
教
中
云
、
法
法
何
状
。
云
、
若
如
此
、
則
都
不
要
求
覓
也
。
師
云
、
若
与
麼
則
省
心
力
。
…
…
又
云
、
我
此
禅
宗
従
上
相
承
已
来
、
不
曾
教
人

求
知
求
解
、
只
云
学
道
早
是
接
引
之
詞
。
然
道
亦
不
可
学
。
情
存
学
解
、
却
成
迷
道
。
道
無
方
所
、
名
大
乗
心
。
此
心
不
在
内
外
中
間
、
実
無
方

所
。
第
一
不
得
作
知
解
、
只
是
説
汝
如
今
情
量
処
。
情
量
若
尽
、
心
無
方
所
。
此
道
天
真
、
本
無
名
字
。
只
為
世
人
不
識
、
迷
在
情
中
、
所
以
諸

仏
出
来
、
説
破
此
事
。
恐
汝
諸
人
不
了
、
権
立
道
名
、
不
可
守
名
而
生
解
。
故
云
、
得
魚
忘
筌
。
身
心
自
然
、
達
道
識
心
、
達
本
源
故
、
号
為
沙

門
。
沙
門
果
者
、
息
慮
而
成
、
不
従
学
得
。
…
…
実
無
有
定
法
如
来
可
説
。
我
此
宗
門
不
論
此
事
、
但
知
息
心
即
休
。
更
不
用
思
前
慮
後
。

（T
48-382b~383a

）

「〈
道
〉
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
修
行
す
れ
ば
良
い
の
か
」。
そ
う
し
た
問
い
に
対
し
て
黄
檗
は
、「〈
道
〉
と
い
う
語
は
鈍
根
の
者
を

誘
導
す
る
た
め
の
方
便
の
語
で
あ
る
。
上
根
の
者
に
そ
う
し
た
方
便
は
不
要
で
あ
る
。
法
は
虚
空
の
如
き
も
の
で
認
識
の
対
象
た
り
得
ず
、

敢
え
て
そ
れ
を
求
め
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
手
間
を
省
き
得
る
の
だ
」
と
答
え
る
。
こ
こ
で
は
「
省
心
力
」
と
作
っ
て
い
る
が
、「
省
力
」

と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
黄
檗
に
拠
れ
ば
、「
禅
宗
と
は
、
従
来
、
知
解
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。〈
道
〉
は
学
び
と
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
頭
で
理
解
し

よ
う
と
す
れ
ば
反
対
に
見
失
っ
て
し
ま
う
。〈
道
〉
に
は
方
向
も
位
置
も
な
く
、
そ
れ
を
大
乗
心
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
心
は
、
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内
外
中
間
、
場
所
を
持
た
ず
、
名
も
持
た
な
い
。
そ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
〈
道
〉
と
名
づ
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ

か
ら
、
こ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
生
ま
れ
つ
い
た
そ
の
ま
ま
の
心
と
身
体
で
、〈
道
〉
に
達
し
本
心
を
認
識
す
る
。
こ
の
よ
う

に
本
源
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
沙
門
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
沙
門
の
果
報
は
念
慮
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の

で
あ
っ
て
、
学
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
定
ま
っ
た
法
と
し
て
如
来
に
説
か
れ
た
も
の
な
ど
何
も
無
く
、
た
だ
思
念
を
息や

め
る
こ
と
を
弁
え
さ

え
す
れ
ば
良
い
の
だ
」
と
も
述
べ
る
。

で
は
、
何
故
に
「
思
念
を
息
め
る
」
こ
と
を
弁
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
黄
檗
は
そ
の
根
拠
を
「
一
心
」
に
求
め
る
。『
宛
陵
録
』
に

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

十
方
の
諸
仏
世
に
出
で
て
祗
だ
共
に
一
心
の
法
の
み
を
説
く
。
所
以
に
仏
は
密
か
に
摩
訶
大
迦
葉
に
付
与
す
。
此
の
一
心
の
法
体
、

虚
空
を
尽
く
し
、
法
界
に
徧
き
を
、
名
づ
け
て
諸
仏
と
為
す
。
這
箇
の
法
を
理
論
す
と
も
、
豈
に
是
れ
汝
が
言
句
の
上
に
於
い
て
他

を
解
し
得
る
や
。
亦
た
是
れ
一
機
一
境
の
上
に
於
い
て
他
を
見
得
る
も
の
な
ら
ず
。
此
の
意
は
唯
だ
是
れ
黙
契
す
る
の
み
。
這
の
一

門
を
得
る
を
、
名
づ
け
て
無
為
の
法
門
と
為
す
。
若
し
会
得
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
但
だ
無
心
を
知
る
の
み
。
忽
ち
悟
ら
ば
即
ち
得
ん
。

若
し
心
を
用
い
て
学
取
せ
ん
と
擬ほ

っ

せ
ば
、
即
ち
転う

た

た
遠
ざ
か
り
去
る
。
若
し
岐
路
の
心
、
一
切
取
捨
の
心
無
く
、
心
、
木
石
の
如
く

な
ら
ば
、
始
め
て
道
を
学
ぶ
の
分
有
り
。

師
云
、
十
方
諸
仏
出
世
、
祇
共
説
一
心
法
。
所
以
仏
密
付
与
摩
訶
大
迦
葉
。
此
一
心
法
体
、
尽
虚
空
徧
法
界
、
名
為
諸
仏
。
理
論
這
個
法
、
豈
是

汝
於
言
句
上
解
得
他
。
亦
不
是
於
一
機
一
境
上
見
得
他
。
此
意
唯
是
黙
契
。
得
這
一
門
、
名
為
無
為
法
門
。
若
欲
会
得
、
但
知
無
心
。
忽
悟
即
得
。

若
用
心
擬
学
取
、
即
転
遠
去
。
若
無
岐
路
心
、
一
切
取
捨
心
、
心
如
木
石
、
始
有
学
道
分
。（T

48-385b

）

こ
こ
で
の
釈
尊
伝
来
の
「
一
心
」
と
は
「
本
源
清
浄
心
」
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
敢
え
て
分
別
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
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作
為
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
「
一
心
」
の
法
を
会
得
す
る
に
は
、「
黙
契
」、
つ
ま
り
言
葉
に
拠
ら
ず
に
す
る
以
外
に
は
無
い
。

心
を
用
い
て
学
び
取
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、ま
す
ま
す
遠
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
取
捨
分
別
の
心
を
無
く
し
、木
石
の
よ
う
な
心
で
あ
っ

て
初
め
て
「
道
」
を
学
ぶ
資
格
が
あ
る
の
だ
。「
手
間
ひ
ま
を
省
く
」
の
は
、
こ
の
よ
う
な
黄
檗
の
「
一
心
」
の
理
解
が
背
景
に
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

「
一
心
」
は
法
界
に
遍
満
す
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、た
だ
そ
れ
ら
を
受
容
す
る
の
み
で
よ
い
。
裴
休
（
七
九
一
―
八
六
四
）
に
よ
る
『
伝

心
法
要
』
の
序
に
は
、
よ
り
端
的
に
、「
一
心
」
の
受
容
を
「
直
下
に
便
ち
是
れ
」
と
述
べ
る
。
手
間
ひ
ま
の
か
か
ら
な
い
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
受
容
す
る
方
法
が
、
念
を
息
め
、
慮
を
忘
じ
て
黙
契
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
理
は

本
来
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
余
計
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
受
容
で
き
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

ま
た
黄
檗
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。

即
心
是
仏
、
上
、
諸
仏
に
至
り
、
下
、
蠢
動
含
霊
に
至
る
ま
で
、
皆
な
仏
性
有
り
て
、
同
一
心
体
な
り
。
所
以
に
達
摩
、
西
天
従
り

来
た
り
、
唯
だ
一
心
の
法
の
み
を
伝
え
、
一
切
衆
生
の
本
来
是
れ
仏
に
し
て
、
修
行
を
仮
ら
ざ
る
を
直
指
す
。
…
…
如
今
、
但
だ
一

切
時
中
、
行
住
坐
臥
、
但
だ
無
心
を
学
び
て
、
亦
た
分
別
無
く
、
亦
た
依
倚
無
く
、
亦
た
住
著
無
く
、
終
日
、
任
運
騰
騰
と
し
て
癡

人
の
如
く
に
相
い
似
た
り
。
世
人
、
尽
く
爾
を
識
ら
ず
、
爾
も
亦
た
人
を
し
て
識
ら
し
め
識
ら
ざ
ら
し
む
る
こ
と
を
用
い
ず
。
心
は

頑
石
頭
の
如
く
に
し
て
都
て
縫
罅
無
く
、
一
切
の
法
、
汝
の
心
に
透
り
入
ら
ず
、
兀
然
と
し
て
無
著
な
り
。
此
の
如
く
に
し
て
始
め

て
少
分
の
相
応
有
ら
ん
。

即
心
是
仏
、
上
至
諸
仏
、
下
至
蠢
動
含
霊
、
皆
有
仏
性
、
同
一
心
体
。
所
以
達
摩
従
西
天
来
、
唯
伝
一
心
法
、
直
指
一
切
衆
生
本
来
是
仏
、
不
仮

修
行
。
…
…
如
今
、
但
一
切
時
中
、
行
住
坐
臥
、
但
学
無
心
、
亦
無
分
別
、
亦
無
依
倚
、
亦
無
住
著
、
終
日
任
運
騰
騰
、
如
癡
人
相
似
。
世
人
尽

不
識
爾
、
爾
亦
不
用
教
人
識
不
識
。
心
如
頑
石
頭
都
無
縫
罅
、
一
切
法
透
汝
心
不
入
、
兀
然
無
著
。
如
此
始
有
少
分
相
応
。（T

48-386b~c

）

（3）	
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心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
。
一
切
の
衆
生
す
べ
て
に
仏
性
が
あ
っ
て
、
心
の
本
体
は
同
一
、
そ
れ
故
に
修
行
は
不
要
な
の
だ
と
達
摩
は

「
一
心
」
を
伝
え
て
直
示
し
た
の
だ
。
行
住
座
臥
の
一
日
中
、
無
心
を
学
ん
で
執
着
や
分
別
を
離
れ
、
頼
る
も
の
も
無
く
、
終
日
、
成
り

ゆ
き
に
任
せ
て
癡
人
の
ご
と
く
に
の
ほ
ほ
ん
と
、
世
間
の
人
か
ら
知
ら
れ
ず
、
知
ら
れ
よ
う
と
も
せ
ず
、
石
の
よ
う
な
心
に
は
ど
ん
な
教

え
も
入
る
隙
間
が
な
い
。
ご
ろ
ん
と
し
て
何
物
に
も
執
わ
れ
が
無
け
れ
ば
、
初
め
て
少
し
は
ピ
タ
リ
と
い
く
と
い
う
も
の
だ
。

こ
こ
で
黄
檗
は
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
即
心
是
仏
」
を
提
示
し
、
一
切
衆
生
に
遍
き
本
来
的
な
仏
性
を

有
す
る
が
故
に
修
行
は
不
要
で
あ
り
、「
無
事
」
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
悟
り
な
の
だ
と
説
く
。

唐
代
禅
、
特
に
馬
祖
下
の
禅
者
た
ち
は
、「
即
心
是
仏
」、
自
ら
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
営
為
は
仏
作
仏
行
で
あ

り
、
こ
と
さ
ら
に
真
理
を
求
め
よ
う
と
す
る
作
為
的
な
努
力
の
す
べ
て
を
放
棄
し
、「
平
常
」「
無
事
」
の
ま
ま
で
い
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
た
。「
平
常
」「
無
事
」
は
唐
代
全
体
に
渉
る
禅
の
思
想
で
あ
り
、「
省
力
」
は
、
そ
う
し
た
理
念
を
表
し
た
語
だ
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
北
宋
に
活
躍
し
た
、
大
慧
の
法
叔
の
仏
眼
清
遠
（
一
〇
六
七
～
一
一
二
〇
）
の
説
法
を
見
て
み
た
い
。

仏
法
は
是
れ
箇
の
省
力
、
会
し
易
き
法
門
な
る
に
、
人
、
自
ら
辛
苦
す
。

仏
法
是
箇
省
力
易
会
法
門
、
人
自
辛
苦
。（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
三
三･Z118-290c

）

仏
法
は
本
来
、
理
解
す
る
の
に
「
省
力
」、
つ
ま
り
手
間
ひ
ま
の
か
か
ら
な
い
容
易
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
は
自
分
で

辛
苦
し
て
理
解
で
き
な
く
し
て
い
る
だ
け
だ
と
仏
眼
は
主
張
す
る
の
で
あ
り
、基
本
的
に
唐
代
の
黄
檗
の
「
省
力
」
の
理
解
と
大
差
な
い
。

し
か
し
、
以
下
は
ど
う
か
。

仏
法
は
最
も
易
く
最
も
省
力
な
り
。
自も

是と

よ
り
你
は
力
を
費
や
し
、
自
ら
艱
難
と
作
す
。
若
し
易
き
処
を
見
ざ
れ
ば
、
且
ら
く
究
理

（4）	
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し
て
坐
せ
。
既
に
龍
門
に
来
た
り
て
参
禅
す
、
諸
処
の
妄
想
卜
度
に
比し

た

し
み
て
将
来
す
る
こ
と
莫
れ
。
但
だ
退
歩
し
看
て
、
須
ら
く

会
し
去
る
べ
し
。
然
る
に
有
般
の
兄
弟
、
整
理
を
受
け
る
も
、
整
理
を
受
け
ざ
る
も
有
り
。
愚
者
有
り
、
智
者
有
り
、
救
う
可
く
有

り
、
救
う
可
か
ら
ざ
る
有
り
。
且た

と

え
ば
整
理
を
受
け
ざ
る
者
、
硬
く
生
死
の
業
識
を
将
ち
来
た
り
て
用
い
、
粥
飯
の
気
を
将
ち
来
た

り
て
用
う
。
問
著
せ
ば
則
ち
眼
を
瞠
ら
し
、進
前
退
後
し
て
坐
具
を
挙
す
。
髑
髏
裏
皮
袋
裏
に
在
り
て
昏
昏
地
に
箇
の
識
情
を
認
む
。

此
れ
救
う
可
か
ら
ず
。
你
、
但
だ
放
下
し
了
わ
れ
。
退
歩
し
来
た
り
看
て
、
方は

じ

め
て
会
せ
ん
。
又
た
、
有
般
の
上
座
道
わ
く
、「
我

れ
都す

べ

て
道
理
を
作
さ
ず
、
都
て
計
較
無
し
。
声
色
に
著
せ
ず
、
染
浄
に
依
ら
ず
、
聖
凡
迷
悟
、
一
道
に
清
虚
た
り
。
大
光
明
中
、
都

て
是
の
事
無
け
れ
ば
、
此
れ
又
た
智
光
に
蓋
却
せ
ら
る
。
智
辺
に
在
り
て
著
せ
ば
、
亦
た
救
う
可
か
ら
ず
」
と
。
此
の
両
般
の
病
有

り
、
前
病
は
猶
お
浅
く
、
後
病
は
更
に
深
し
。
你
、
但
だ
肯
い
て
一
辺
に
拈
放
し
退
歩
し
看
よ
。
亦
た
自
然
に
会
し
去
ら
ん
。
此
の

事
は
甚
だ
是
れ
省
力
な
り
。

仏
法
最
易
最
省
力
。
自
是
你
費
力
、
自
作
艱
難
。
若
易
処
不
見
、
且
究
理
而
坐
。
既
来
龍
門
参
禅
、
莫
将
来
比
諸
処
妄
想
卜
度
。
但
退
歩
看
須
会

去
。
然
有
般
兄
弟
受
整
理
。
有
不
受
整
理
、
有
愚
者
、
有
智
者
。
有
可
救
、
有
不
可
救
。
且
如
不
受
整
理
者
、
硬
将
生
死
業
識
来
用
、
将
粥
飯
気

来
用
。
問
著
則
瞠
眼
、
進
前
退
後
挙
坐
具
、
在
髑
髏
裏
皮
袋
裏
昏
昏
地
認
箇
識
情
。
此
不
可
救
。
你
但
放
下
了
。
退
歩
来
看
方
会
。
又
有
般
上
座

道
、
我
都
不
作
道
理
、
都
無
計
較
。
不
著
声
色
、
不
依
染
浄
、
聖
凡
迷
悟
、
一
道
清
虚
。
大
光
明
中
、
都
無
是
事
、
此
又
被
智
光
蓋
却
。
著
在
智

辺
、
亦
不
可
救
。
有
此
両
般
病
、
前
病
猶
浅
、
後
病
更
深
。
你
但
肯
拈
放
一
辺
退
歩
看
。
亦
自
然
会
去
。
此
事
甚
是
省
力
。（『
古
尊
宿
語
録
』
巻

三
三
「
舒
州
龍
門
仏
眼
和
尚
普
説
語
録
語
録
」Z118-290d

）

仏
法
と
い
う
も
の
は
最
も
「
省
力
」、
つ
ま
り
、
何
よ
り
も
簡
単
で
手
間
の
か
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
の
に
、
お
前
は
無
駄
骨
ば

か
り
折
っ
て
自
分
で
艱
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
も
し
簡
単
な
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
は
法
理
を
究
め
て
坐

る
こ
と
だ
。
わ
し
が
い
る
龍
門
寺
に
や
っ
て
来
て
参
禅
し
て
い
る
以
上
は
、
あ
ち
こ
ち
で
た
め
込
ん
だ
妄
想
や
当
て
推
量
を
持
ち
込
ん
で
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は
な
ら
ぬ
。
た
だ
「
退
歩
」
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
行
者
の
中
に
は
、
キ
チ
ン
と
処
理
を
受
け
た
り
受
け
な
か
っ
た
り
、

愚
か
だ
っ
た
り
智
慧
が
あ
っ
た
り
、
救
い
よ
う
が
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
す
る
。
例
え
ば
キ
チ
ン
と
処
理
を
受
け
な
い
者
が
、
生
死
の
業

識
を
持
参
し
て
用
い
、
粥
座
と
斎
座
の
匂
い
（
＝
修
行
に
よ
っ
て
身
に
着
け
た
実
力
）
を
持
参
し
て
用
い
、
問
い
詰
め
ら
れ
れ
ば
眼
を
瞠
り
、

前
後
に
進
ん
で
坐
具
を
手
で
持
っ
た
り
す
る
。
こ
ん
な
連
中
は
、
髑
髏
の
中
や
肉
体
の
中
が
真
っ
暗
で
思
慮
分
別
を
真
に
受
け
る
よ
う
な

奴
だ
。
救
い
よ
う
が
な
い
。
た
だ
捨
て
去
っ
て
し
ま
え
ば
良
い
だ
け
の
こ
と
だ
。「
退
歩
」
し
て
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
み
て
初
め
て
理

解
で
き
る
。
ま
た
、
あ
る
上
座
が
、「
私
は
ま
っ
た
く
道
理
を
起
こ
さ
な
い
し
、
分
別
も
な
い
。
現
象
に
執
着
せ
ず
、
汚
れ
や
清
ら
か
さ

に
も
よ
ら
ず
、
聖
や
凡
、
迷
い
や
悟
り
、
等
し
並
み
に
清
ら
か
で
虚
し
い
。
し
か
し
、
大
い
な
る
光
明
の
中
、
ま
っ
た
く
こ
れ
ら
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
智
慧
の
光
に
覆
い
隠
さ
れ
、
そ
の
智
慧
に
執
着
す
れ
ば
、
も
っ
と
救
い
よ
う
が
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
病
の
う
ち
、
最
初
の
虚
無
に
偏
向
し
た
病
は
浅
く
、
後
の
智
慧
に
執
着
し
た
病
は
さ
ら
に
深
い
。
君
た
ち
、
た
だ
納
得

し
て
脇
に
放
置
し
て
「
退
歩
」
し
て
観
察
せ
よ
。
自
然
に
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
事

0

0

0

は
は
な
は
だ
「
省
力
」、
簡
単
な
も
の
な
の
だ
。

仏
眼
は
、
本
来
「
省
力
」
な
る
仏
法
を
理
解
す
る
に
は
、「
退
歩
」
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。「
退
歩
」
と
は
、

一
歩
退
い
て
自
己
を
深
く
省
察
す
る
こ
と
、
真
実
の
自
己
に
立
ち
返
る
こ
と
を
言
う
が
、
そ
こ
に
は
何
か
し
ら
の
実
践
を
伴
お
う
。
仏
眼

の
場
合
、
そ
れ
は
公
案
の
参
究
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
妄
想
や
業
識
、
識
情
、
さ
ら
に
は
虚
無
や
智
慧
に
偏
向
し
た
見

方
な
ど
一
切
合
切
を
「
放
下
」
し
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
肯
ん
じ
て
、「
退
歩
」
し
て
観
察
す
れ
ば
自
然
に
理
解
で
き
る
。

こ
の
事

0

0

0

と
い
う
も
の
は
極
め
て
手
間
の
か
か
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
仏
眼
が
、
本
来
的
な
る
真
理
を
受
容
す
る
た
め
に
作
為
や
思
慮
分
別
を
省
く
と
説
く
点
に
つ
い
て
は
、
先
の
黄
檗
と
共
通
し
て

い
る
が
、
宋
代
の
仏
眼
が
実
践
を
意
味
す
る
「
退
歩
」
を
説
き
、「
放
下
」
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

（5）	
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三
、
得
力

一
方
、「
得
力
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
に
「
お
か
げ
を
蒙
る
」
と
解
さ
れ
る
語
で
あ
る
。

例
え
ば
、
臨
済
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
の
『
臨
済
録
』「
示
衆
」
に
、「
山
僧
、
往
日
、
未
だ
見
処
有
ら
ざ
り
し
時
、
黒
漫
漫
地
な
り
。

光
陰
空
し
く
過
ご
す
可
か
ら
ず
、
腹
熱
し
心
忙せ

わ

し
く
、
奔
波
し
て
道
を
訪
ぬ
。
後
に
還
っ
て
力
を
得
、
始
め
て
今
日
、
道
流
と
共
に
是か

く

の

如
く
話
度
す
る
に
到
れ
り（
山
僧
往
日
未
有
見
処
時
、黒
漫
漫
地
。
光
陰
不
可
空
過
、腹
熱
心
忙
、奔
波
訪
道
。
後
還
得
力
始
到
今
日
共
道
流
如
是
話
度
）」

（T
47-502c

）
と
あ
っ
て
、
小
川
隆
氏
は
、「『
得
力
』
は
自
ら
力
を
獲
得
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
師
か
ら
力
を
恵
ま
れ
る
こ
と
。『
得
～
力
』

で
、
～
の
お
陰
を
蒙
る
、
～
の
助
力
を
得
る
」
の
意
味
だ
と
解
し
、
こ
こ
の
「
得
力
」
を
、「
先
師
か
ら
お
力
を
与
え
ら
れ
」
と
訳
し
て

い
る
（
小
川
隆
『『
臨
済
録
』
禅
の
語
録
の
こ
と
ば
と
思
想
』
岩
波
書
店･

二
〇
〇
八
年
、
一
一
六
頁
）。

ま
た
同
じ
く
『
臨
済
録
』「
行
録
」
に
、
潙
山
霊
祐
（
七
七
一
～
八
五
三
）
の
質
問
と
し
て
「
臨
済
、
当
時
、
大
愚
の
力
を
得
る
か
、
黄

檗
の
力
を
得
る
か
（
臨
済
当
時
得
大
愚
力
、
黄
檗
力
）」（T

47-505a

）
と
あ
る
の
も
そ
の
例
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
他
に
も
、『
祖
堂
集
』

巻
五
「
雲
嵒
和
尚
」
条
に
、「
師
伯
問
う
、『
師
弟
、
什
摩
事
か
有
る
』
と
。
洞
山
曰
わ
く
、『
師
伯
に
啓
す
、
个
の
先
師
の
従
容
の
力
を

得
た
り
』
と
（
師
伯
問
、
師
弟
有
什
摩
事
。
洞
山
曰
、
啓
師
伯
、
得
个
先
師
従
容
之
力
）」（
柳
田
聖
山
主
編
『
祖
堂
集
』
禅
学
叢
書
之
四
、
中
文
出
版

社･

一
九
八
四
年
、
一
〇
〇
頁
）
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

「
得
力
」
を
「
お
か
げ
を
蒙
る
」
と
解
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
「
得
力
」
の
「
力
」
を
「
は
た
ら
き
」
と
解
し
、「
師
の
は
た
ら
き
を
得

る
」
と
解
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
『
臨
済
録
』「
行
録
」
に
見
え
る
臨
済
の
開
悟
の
因
縁
を
挙
げ
て

み
た
い
。

（6）	
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師
、
大
愚
に
到
る
。
大
愚
問
う
、「
什
麼
処
よ
り
か
来
た
る
」
と
。
師
云
わ
く
、「
黄
檗
の
処
よ
り
来
た
る
」
と
。
大
愚
云
わ
く
、「
黄

檗
に
何
の
言
句
か
有
る
」
と
。
師
云
わ
く
、「
某
甲
、
三
度
、
仏
法
的
的
の
大
意
を
問
う
て
、
三
度
、
打
た
る
。
知
ら
ず
、
某
甲
過

有
り
や
過
無
し
や
」
と
。
大
愚
云
わ
く
、「
黄
檗
、与
麼
に
老
婆
に
し
て
汝
が
為
に
徹
困
な
る
を
得
る
に
、更
に
這
裏
に
来
た
り
て
『
過

有
り
や
過
無
し
や
』
と
問
う
や
。
師
、
言
下
に
大
悟
し
て
云
わ
く
、「
元
来
、
黄
檗
の
仏
法
、
多
子
無
し
」
と
。

師
到
大
愚
。
大
愚
問
、
什
麼
処
来
。
師
云
、
黄
檗
処
来
。
大
愚
云
、
黄
檗
有
何
言
句
。
師
云
、
某
甲
三
度
問
仏
法
的
的
大
意
、
三
度
被
打
。
不
知

某
甲
有
過
無
過
。
大
愚
云
、
黄
檗
与
麼
老
婆
為
汝
得
徹
困
、
更
来
這
裏
問
有
過
無
過
。
師
於
言
下
大
悟
云
、
元
来
黄
檗
仏
法
無
多
子
。（T

47-504c

）

臨
済
は
、
こ
れ
以
前
に
黄
檗
に
徹
底
し
た
否
定
を
受
け
、
黄
檗
の
指
示
に
よ
り
大
愚
の
下
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
臨
済
の
大
悟
は
黄
檗

の
否
定
と
大
愚
の
垂
示
に
よ
る
。
力
を
得
る
の
は
、
黄
檗
と
大
愚
に
よ
る
の
で
あ
り
、
臨
済
の
独
力
で
は
無
い
。

柳
田
聖
山
氏
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
力
は
、
あ
る
力
で
あ
る
。
臨
済
の
悟
り
は
、
黄
檗
・
大
愚
の
助
け
に
よ
る
が
、
そ
れ
は
臨

済
の
側
か
ら
言
わ
れ
る
。
受
け
と
る
主
体
な
く
し
て
、
お
蔭
の
自
覚
は
あ
り
得
な
い
」（
柳
田
聖
山
「
他
力
と
い
う
こ
と
」、
星
野
元
豊
教
授
退

職
記
念
論
集
、
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
』
法
蔵
館･

一
九
七
四
年
、
所
収
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
力
」
に
つ
い
て
、「〈
力
〉
と
い
う
の
は
、
助

け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…
中
国
の
仏
教
文
献
、あ
る
い
は
禅
文
献
を
読
ん
で
い
ま
す
と
、〈
力
〉
と
い
う
字
が
出
て
き
た
ら
、お
助
け
、

お
蔭
さ
ま
と
い
う
風
に
読
み
替
え
て
、
す
べ
て
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、〈
力
〉
と
い
う
言
葉
の
訓
の
中
に
、
助
け
る
と
い
う
の
が
あ
る

の
で
す
」（「
真
宗
文
化
と
禅
仏
教
」、『
禅
文
化
』
第
一
七
五
号
所
収
・
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

唐
代
、
特
に
洪
州
宗
の
禅
は
、
い
ず
れ
も
自
心
の
は
た
ら
き
を
直
ち
に
仏
性
だ
と
解
釈
し
た
。
馬
祖
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

道
は
修
す
る
を
用
い
ず
、
但
だ
汚
染
す
る
こ
と
莫
れ
。
何
を
か
汚
染
と
為
す
。
但あ

ら
ゆ有

る
生
死
の
心
、
造
作
趣
向
、
皆
な
是
れ
汚
染
な

り
。
若
し
直
に
其
の
道
を
会
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
平
常
心
是
れ
道
な
り
。
…
…
只
だ
如
今
の
行
住
坐
臥
、
応
機
接
物
、
尽
く
是
れ
道
な
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り
。道

不
用
修
、
但
莫
汚
染
。
何
為
汚
染
。
但
有
生
死
心
、
造
作
趣
向
、
皆
是
汚
染
。
若
欲
直
会
其
道
、
平
常
心
是
道
。
…
…
只
如
今
行
住
坐
臥
、
応

機
接
物
、
尽
是
道
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
八
「
江
西
大
寂
道
一
禅
師
」
条･T

51-440a

）

「
道
」
は
修
め
た
り
す
る
必
要
は
な
く
、
た
だ
汚
さ
ね
ば
良
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。「
汚
染
」
と
い
う
の
は
、
生
死
に
と
ら
わ
れ
た
心
、

「
道
」
を
こ
し
ら
え
よ
う
と
す
る
作
為
（
造
作
）、「
道
」
に
向
か
お
う
と
す
る
意
識
（
趣
向
）
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
「
道
」
を
体
得
し
た

い
と
思
う
の
な
ら
ば
、「
あ
た
り
前
の
心
」（
平
常
心
）
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
道
」
な
の
で
あ
る
。
た
だ
平
常
心
の
ま
ま
で
営

ん
で
い
る
行
住
坐
臥
や
物
事
へ
の
対
応
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
「
道
」
そ
の
も
の
な
の
だ
。

つ
ま
り
、
馬
祖
の
主
張
は
、「
道
」
は
も
と
も
と
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
作
為
に
よ
っ
て
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
道
」
を
体
得
す
る
に
は
、
た
だ
「
平
常
心
」
の
ま
ま
で
い
さ
え
す
れ
ば
良
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

馬
祖
の
法
系
に
つ
ら
な
る
臨
済
も
ま
た
説
法
で
こ
う
述
べ
る
。

道
流
、
仏
法
は
用
功
の
処
無
し
、
祇
だ
是
れ
平
常
無
事
。
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困つ

か

れ
来
た
れ
ば
即
ち
臥
す
。
愚
人
は
我
を
笑
う

も
、
智
は
乃
ち
焉こ

れ

を
知
る
。
古
人
云
く
、『
外
に
向
か
っ
て
工
夫
を
作
す
は
、
総す

べ

て
是
れ
癡
頑
の
漢
な
り
』
と
。
爾
且
く
随
処
に
主

と
作
れ
ば
、
立
処
皆
な
真
な
り
。
境
来
た
る
も
回
換
す
る
こ
と
を
得
ず
。
縦た

と

い
従
来
の
習
気
、
五
無
間
の
業
有
る
も
、
自
ら
解
脱
の

大
海
と
為
る
。

道
流
、
仏
法
無
用
功
処
、
祇
是
平
常
無
事
。
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
来
即
臥
。
愚
人
笑
我
、
智
乃
知
焉
。
古
人
云
、
向
外
作
工
夫
、
総
是
癡

頑
漢
。
爾
且
随
処
作
主
、
立
処
皆
真
。
境
来
回
換
不
得
。
縦
有
従
来
習
気
、
五
無
間
業
、
自
為
解
脱
大
海
。（T

47-498a

）
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本
来
の
自
己
は
仏
そ
の
も
の
と
無
媒
介
に
等
置
さ
れ
、
改
め
て
学
ば
れ
た
り
修
行
し
て
得
ら
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
既

に
日
常
生
活
の
中
に
自
明
の
も
の
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
た
だ
「
平
常
無
事
」
で
い
る
こ
と
が
悟
り
の
姿
そ
の
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
自
ら
外
に
向
か
っ
て
工
夫
を
求
め
る
「
用
功
」
と
言
う
よ
う
な
作
為
心
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
真
理
は
日
常

の
語
言
動
作
の
一
切
に
止
揚
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
一
切
が
無
事
で
あ
る
が
故
に
、
黄
檗
は
作
為
を
否
定
す
る
「
省
力
」
に
よ
っ
て
直
ち
に
「
一
心
」
は
受
容
す
る
こ
と
が
出
来

る
と
説
き
、
一
方
、
臨
済
は
、
師
に
よ
る
徹
底
し
た
否
定
を
含
意
す
る
「
得
力
」
に
よ
っ
て
、
一
切
無
事
の
境
涯
を
自
覚
す
る
と
説
く
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
次
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
碧
巌
録
』
第
八
〇
則
の
、
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
に
よ
る
「
本
則
評
唱
」
で
あ
る
。

這
の
僧
、
教
意
を
知
る
が
故
に
、
将も

ち
来
た
り
て
趙
州
に
問
う
て
道
わ
く
、「
初
生
の
孩
子
、
還は

た
六
識
を
具
す
や
」
と
。
初
生
の

孩
児
、
六
識
を
具
す
と
雖
も
、
眼
は
能
く
見
、
耳
は
能
く
聞
く
、
然
れ
ど
も
未
だ
曾
て
六
塵
を
分
別
せ
ず
。
好
悪
長
短
、
是
非
得
失
、

他か
れ

は
恁
麼
の
時
は
総ま

っ
たく

知
ら
ず
。
学
道
の
人
、
復
た
嬰
孩
の
如
く
な
る
を
要
す
。
栄
辱
功
名
、
逆
情
順
境
、
都す

べ

て
他
を
動
か
し
得
ず
。

眼
、
色
を
見
れ
ど
も
盲
と
等
し
く
、
耳
、
声
を
聞
け
ど
も
聾
と
等
し
く
、
癡
の
如
く
兀
の
似
し
。
其
の
心
、
動
ぜ
ざ
る
こ
と
須
弥
山

の
如
し
。
這
箇
は
是
れ
衲
僧
家
の
真
実
得
力
の
処
な
り
。

這
僧
知
教
意
故
、
将
来
問
趙
州
道
、
初
生
孩
子
、
還
具
六
識
也
無
。
初
生
孩
児
、
雖
具
六
識
、
眼
能
見
耳
能
聞
、
然
未
曾
分
別
六
塵
。
好
悪
長
短
、

是
非
得
失
、
他
恁
麼
時
総
不
知
。
学
道
之
人
、
要
復
如
嬰
孩
。
栄
辱
功
名
、
逆
情
順
境
、
都
動
他
不
得
。
眼
見
色
与
盲
等
、
耳
聞
声
与
聾
等
、
如

癡
似
兀
。
其
心
不
動
、
如
須
弥
山
。
這
箇
是
衲
僧
家
真
実
得
力
処
。（T

48-206b

）
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圜
悟
は
言
う
、
趙
州
従
諗
に
問
う
た
こ
の
僧
は
、
仏
教
の
教
説
の
意
味
を
知
っ
た
上
で
、
わ
ざ
と
そ
れ
を
持
ち
出
し
て
、
趙
州
に
「
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
子
（
嬰
児
）
は
、
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
の
六
識
を
具
え
て
い
ま
す
か
」
と
問
う
た
の
だ
。
嬰

児
は
六
識
を
具
え
て
い
て
、
眼
で
見
、
耳
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
未
だ
か
つ
て
色
境
・
声
境
・
香
境
・

味
境
・
触
境
・
法
境
の
六
塵
（
六
境
）
を
分
別
し
て
い
な
い
。
好
悪
や
長
短
、
是
非
や
得
失
と
い
っ
た
分
別
に
つ
い
て
は
、
嬰
児
は
ま
っ

た
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
仏
道
を
学
ぶ
者
は
、
嬰
児
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
栄
辱
も
功
名
も
、
逆
境
も
順
境
も
、
ま
っ
た

く
嬰
児
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
眼
は
外
境
を
見
て
も
盲
人
と
同
じ
で
、
耳
は
音
を
聞
い
て
も
聾
者
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
癡
者
や
愚

者
の
よ
う
で
あ
る
。
心
が
動
か
な
い
こ
と
は
ま
る
で
須
弥
山
の
よ
う
だ
。
こ
こ
が
禅
僧
の
本
当
の
得
力
の
と
こ
ろ
な
の
だ
、
と
。

こ
こ
の
「
得
力
」
は
、
禅
僧
が
真
実
に
力
を
得
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
現
代
語
訳
『
碧
巌
録
』（
末
木
文
美
士

編
・『
碧
巌
録
』
研
究
会
訳
・
二
〇
〇
三
年
、
巻
下
・
九
五
頁
）
で
は
、
こ
こ
を
「
力
を
発
揮
す
る
」
と
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
代
の
、

「
外
か
ら
助
力
を
蒙
る
」
と
い
う
意
味
で
の
「
得
力
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
圜
悟
の
よ
う
な
助
力
の
対
象
を
持
た
な
い
、
あ
る
い

は
助
力
の
意
味
が
薄
い
「
得
力
」
の
用
例
は
、
宋
代
に
な
る
と
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

四
、
大
慧
宗
杲
の
「
省
力
」
と
「
得
力
」

以
上
の
よ
う
な
流
れ
を
踏
ま
え
て
、
大
慧
の
説
く
「
省
力
」
と
「
得
力
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
以
下
の
大
慧
の
主
張
を

見
た
い
。

衆
生
顛
倒
し
て
、
己
に
迷
い
て
物
を
逐
い
、
少
欲
味
に
耽
り
て
、
甘
心
し
て
無
量
の
苦
を
受
く
。
逐
日
、
未
だ
眼
を
開
か
ざ
る
時
、

未
だ
床
を
下
ら
ざ
る
時
、
半
惺
半
覚
の
時
、
心
識
已
に
紛
飛
し
て
、
妄
想
に
随
い
て
流
蕩
す
。
善
を
作
し
悪
を
作
す
こ
と
、
未
だ
発

（7）	
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露
せ
ず
と
雖
も
、
未
だ
床
を
下
ら
ざ
る
時
、
天
堂
地
獄
、
方
寸
の
中
に
在
り
て
、
已
に
一
時
に
成
就
す
。
発
す
る
時
に
待い

た

る
に
及
び

て
、
已
に
第
八
に
落
在
す
。
…
…
天
堂
地
獄
、
別
処
に
在
ら
ず
。
只
だ
当
人
半
惺
半
覚
に
し
て
、
未
だ
床
を
下
ら
ざ
る
時
、
方
寸
の

中
に
在お

い
て
、
並
び
に
外
従
り
来
た
ら
ず
。
発
せ
ん
と
し
て
未
だ
発
せ
ず
、
覚
せ
ん
と
し
て
未
だ
覚
せ
ざ
る
時
、
切
に
須
ら
く
照
顧

す
べ
し
。
照
顧
す
る
時
、
亦
た
之
と
力
を
用
い
て
争
う
こ
と
得
ざ
れ
。
争
著
す
れ
ば
則
ち
力
を
費
や
す
。
祖
、
云
わ
ざ
る
や
、「
動

を
止
め
て
止
に
帰
す
れ
ば
、
止
、
更
に
弥や

や

動
ず
」
と
。
纔
か
に
日
用
塵
労
の
中
、
漸
漸
に
省
力
な
る
こ
と
を
覚
す
時
、
便す

な
わ是

ち
当
人

得
力
の
処
、
便
是
ち
当
人
成
仏
作
祖
の
処
な
り
。
…
…
若
し
此
の
説
を
信
得
及
せ
ば
、
永
嘉
の
所
謂
る
「
行
も
亦
た
禅
、
坐
も
亦
た

禅
。
語
黙
動
静
、
体
安
然
」、
是
れ
虚
語
に
あ
ら
ず
。
請
う
、
此
れ
に
依
り
て
行
履
せ
よ
。
始
終
、
変
易
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
未
だ
自

己
本
地
の
風
光
を
徹
証
せ
ず
と
雖
も
、
未
だ
自
己
本
来
の
面
目
を
明
見
せ
ず
と
雖
も
、
生
処
は
已
に
熟
し
、
熟
処
は
已
に
生
な
ら
ん
。

切
切
に
記
取
せ
よ
。
纔
か
に
省
力
な
る
を
覚
す
る
処
、
便
是
ち
得
力
の
処
な
り
。

衆
生
顛
倒
、
迷
己
逐
物
、
耽
少
欲
味
、
甘
心
受
無
量
苦
。
逐
日
未
開
眼
時
、
未
下
床
時
、
半
惺
半
覚
時
、
心
識
已
紛
飛
、
随
妄
想
流
蕩
矣
。
作
善

作
悪
、
雖
未
発
露
、
未
下
床
時
、
天
堂
地
獄
、
在
方
寸
中
、
已
一
時
成
就
矣
。
及
待
発
時
、
已
落
在
第
八
。
…
…
天
堂
地
獄
不
在
別
処
。
只
在
当

人
半
惺
半
覚
、
未
下
床
時
方
寸
中
、
並
不
従
外
来
。
発
未
発
覚
未
覚
時
、
切
須
照
顧
。
照
顧
時
、
亦
不
得
与
之
用
力
争
。
争
著
則
費
力
矣
。
祖
不

云
乎
、
止
動
帰
止
、
止
更
弥
動
。
纔
覚
日
用
塵
労
中
、
漸
漸
省
力
時
、
便
是
当
人
得
力
之
処
、
便
是
当
人
成
仏
作
祖
之
処
。
…
…
若
信
得
此
説
及
、

永
嘉
所
謂
行
亦
禅
坐
亦
禅
、
語
黙
動
静
体
安
然
、
不
是
虚
語
。
請
依
此
行
履
。
始
終
不
変
易
、
則
雖
未
徹
証
自
己
本
地
風
光
、
雖
未
明
見
自
己
本

来
面
目
、
生
処
已
熟
、
熟
処
已
生
矣
。
切
切
記
取
。
纔
覚
省
力
処
、
便
是
得
力
処
也
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
「
答
張
提
刑
」T

47-927b~c

）

衆
生
は
顛
倒
し
て
い
て
、
お
の
れ
を
見
失
っ
て
外
境
を
逐
い
、
く
だ
ら
な
い
欲
望
に
耽
っ
て
無
限
の
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
。
日
々
、

目
が
覚
め
ず
、
寝
床
を
離
れ
な
い
時
、
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
時
に
、
す
で
に
意
識
は
飛
び
散
り
、
妄
想
の
ま
ま
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
善
悪
の
行
為
が
ま
だ
現
れ
る
前
、
寝
床
か
ら
出
る
前
に
、
天
堂
や
地
獄
が
胸
中
に
即
座
に
で
き
あ
が
っ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
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行
為
が
現
れ
る
頃
に
は
早
く
も
第
八
識
に
堕
落
し
て
い
る
。
天
堂
や
地
獄
も
、
た
だ
本
人
が
寝
ぼ
け
て
寝
床
か
ら
は
な
れ
な
い
時
の
胸
中

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
外
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
善
悪
の
念
が
現
れ
か
か
り
、
意
識
が
覚
め
か
か
っ
た
時
、
き
び
し
く
照

顧
し
て
念
を
引
き
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
照
顧
す
る
時
に
は
こ
う
い
っ
た
意
識
と
は
力
を
込
め
て
（
用
力
）
争
っ
て
は
な

ら
な
い
。
争
う
と
力
を
無
駄
に
費
や
す
（
費
力
）
こ
と
に
な
る
。『
信
心
銘
』
に
も
「
動
を
や
め
て
止
に
帰
し
よ
う
す
れ
ば
、
止
が
い
よ

い
よ
動
く
」
と
言
っ
て
い
よ
う
。
日
常
の
煩
悩
の
中
で
、
次
第
に
力
を
省
く
の
を
覚
す
時
が
、
す
な
わ
ち
本
人
が
力
を
得
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
人
が
仏
と
な
り
祖
と
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
説
を
信
じ
切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、『
証
道
歌
』
に
「
行

も
ま
た
禅
、
坐
も
ま
た
禅
、
語
黙
動
静
を
通
じ
て
本
体
は
落
ち
着
い
て
い
る
」
と
あ
っ
て
、
そ
ら
言
な
ど
で
は
な
い
。
終
始
、
態
度
を
変

え
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
本
地
の
風
光
を
悟
り
き
ら
な
く
て
も
、
本
来
の
面
目
を
明
ら
か
に
見
な
く
て
も
、
生な

ま

の
と
こ
ろ
は
す
っ
か
り
熟
し
、

熟
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
す
っ
か
り
生
に
な
る
。
力
を
省
く
の
を
自
覚
す
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
力
を
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
、
し
か
と
覚
え
て

お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
お
お
よ
そ
、
大
慧
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
省
力
」
は
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た
日
常
生
活
の
中
で
分
別
心
が
起
こ
り
か
か
っ
た
そ
の
時
に
、
力
を
こ
め
ず
に
意
識
を
集
中

す
る
こ
と
で
「
力
を
省
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
工
夫
を
続
け
る
こ
と
で
、「
生な

ま

」
の
と
こ
ろ
が
「
熟
」
し
、「
熟
」

の
と
こ
ろ
が
「
生
」
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
「
省
力
」
に
気
づ
く
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
「
力
を
得
る
」
所
な
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。
善
悪
と
か
い
っ
た
分
別
意
識
が
起
こ
り
か
か
っ
た
時
、
そ
れ
に
意
識
を
集
中
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
分
別
意
識
に
加
え
、
そ
れ

ら
を
除
こ
う
と
し
て
起
こ
る
作
為
心
を
も
省
き
、
自
然
と
自
己
の
本
来
性
が
現
れ
る
、
こ
れ
を
「
得
力
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
生
処
」「
熟
処
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

こ
こ
で
大
慧
は
、「
未
だ
自
己
本
地
の
風
光
を
徹
証
せ
ず
と
雖
も
、
未
だ
自
己
本
来
の
面
目
を
明
見
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
て
、「
省
力
」

か
ら
「
得
力
」
に
到
る
過
程
が
悟
り
で
は
な
い
か
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
悟
り
へ
の
過
剰
な
意
識
を
排
除
す
る
た
め
の

言
葉
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
大
慧
の
言
葉
を
あ
わ
せ
て
見
た
い
。

（8）	
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只
だ
末
後
に
非
を
知
る
底
の
一
念
の
み
を
以
て
正
と
為
せ
。
遅
速
を
問
わ
ざ
る
な
り
。
非
を
知
る
底
の
一
念
、
便す

な
わ是

ち
仏
と
成
り
祖

と
作
る
底
の
基
本
な
り
、
魔
網
を
破
す
底
の
利
器
な
り
、
生
死
を
出
で
る
底
の
路
頭
な
り
」
と
。
願
わ
く
は
公
、
亦
た
只
だ
此
の
如

く
工
夫
を
做
せ
。
工
夫
を
做
し
得
て
漸
熟
す
れ
ば
、
則
ち
日
用
二
六
時
中
、
便
ち
省
力
を
覚
す
。
省
力
な
る
を
覚
し
得
る
時
、
放
緩

す
る
こ
と
を
要
せ
ず
。
只
だ
省
力
の
処
に
就
き
て
崖き

わ

め
将
ち
去
れ
。
崖
め
来
た
り
崖
め
去
り
、
這
の
省
力
の
処
に
和
し
て
、
亦
た
時

有
り
て
多
き
を
争
わ
ざ
る
な
り
。
但た只
だ
箇
の
無
字
を
看
よ
。
得
不
得
を
管
す
る
こ
と
莫
れ
。

只
以
末
後
知
非
底
一
念
為
正
。
不
問
遅
速
也
。
知
非
底
一
念
、
便
是
成
仏
作
祖
底
基
本
、
破
魔
網
底
利
器
、
出
生
死
底
路
頭
也
。
願
公
亦
只
如
此

做
工
夫
。
做
得
工
夫
漸
熟
、
則
日
用
二
六
時
中
、
便
覚
省
力
矣
。
覚
得
省
力
時
、
不
要
放
緩
。
只
就
省
力
処
崖
将
去
。
崖
来
崖
去
、
和
這
省
力
処
、

亦
不
知
有
時
不
争
多
也
。
但
只
看
箇
無
字
。
莫
管
得
不
得
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
「
答
汪
内
翰
」･T

47-929a

）

た
だ
最
後
に
ま
ち
が
い	

―
引
用
部
前
段
の
主
張
か
ら
判
ず
る
に
、
世
俗
的
な
自
己
満
足
に
耽
っ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
―	

に

気
づ
く
一
念
を
の
み
正
し
い
も
の
だ
と
考
え
る
の
だ
。
そ
れ
に
は
時
期
の
遅
速
を
気
に
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
一
念
こ
そ
が
自

ら
が
仏
や
祖
と
な
る
基
で
あ
り
、
生
死
の
迷
い
か
ら
出
離
す
る
道
筋
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
工
夫
を
続
け
る
と
、
日
常
の
中
で
「
力

を
省
く
」
こ
と
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
省
力
」
を
自
覚
す
る
と
き
に
は
気
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
そ

の
「
省
力
」
の
と
こ
ろ
で
究
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
究
め
抜
き
、「
省
力
」
の
と
こ
ろ
ご
と
意
識
し
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
も
は
や
悟

り
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
。
た
だ
「
無
字
」
を
参
究
せ
よ
。
そ
の
際
に
は
悟
れ
る
か
ど
う
か
に
こ
だ
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。「
無
字
」
の

工
夫
に
励
ん
で
「
省
力
」
を
究
め
る
に
は
、「
省
力
」
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
上
で
「
省
力
」
を
究
め
ぬ
き
、
や
が
て
「
省
力
」
の
と
こ
ろ
ご
と
意
識
し
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
悟
り
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
状
態
で
あ

る
と
言
え
る
の
だ
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
「
悟
り
へ
の
意
識
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
悟
り
の
障
害
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

趙
州
従
諗
（
七
七
八
～
八
九
七
）
の
『
趙
州
録
』
に
も
、「
問
う
、『
学
人
、
仏
と
作
ら
ん
と
擬
す
る
時
如
何
』
と
。
師
云
わ
く
、『
大は

な
は煞
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だ
力
生
を
費
や
す
』
と
。
云
わ
く
、『
力
を
費
さ
ざ
る
時
如
何
』
と
。
師
云
わ
く
、『
与
麼
な
ら
ば
即
ち
仏
と
作
り
去
る
な
り
』
と
（
問
、

学
人
擬
作
仏
時
如
何
。
師
云
、大
煞
費
力
生
。
云
、不
費
力
時
如
何
。
師
云
、与
麼
即
作
仏
去
也
）」（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
一
三･Z118-159a

）
と
あ
っ
て
、

こ
こ
に
見
え
る
「
費
力
」
は
、「
骨
折
り
損
の
こ
と
を
や
る
、
無
駄
な
努
力
を
す
る
、
ご
苦
労
さ
ん
な
こ
と
を
や
る
」（
前
掲
『
禅
語
辞
典
』

三
九
一
頁
）
と
解
さ
れ
、「
省
力
」
の
対
義
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
作
為
的
な
作
仏
を
否
定
し
、「
費
力
」
の
否
定
、
つ
ま
り
「
省
力
」
し

て
初
め
て
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
趙
州
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
慧
が
説
く
「
省
力
」
も
同
じ
よ
う
な
意
味
で
あ

る
が
、
た
だ
、
問
答
応
酬
に
終
始
す
る
趙
州
の
主
張
と
異
な
っ
て
、
大
慧
の
「
省
力
」
は
、
具
体
的
な
方
法
論
の
開
示
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
慧
は
、
坐
禅
の
場
に
お
け
る
「
省
力
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
も
い
る
。

近
年
以
来
、
一
種
の
邪
師
有
り
、
黙
照
禅
を
説
く
。
人
を
し
て
十
二
時
中
、
是
の
事
に
管
す
る
こ
と
莫な

く
、
休
し
去
り
歇
し
去
り
、

声
を
做
し
得
ざ
ら
し
む
。
今
時
に
落
ち
る
こ
と
を
恐
る
。
往
往
に
士
大
夫
、
聡
明
利
根
の
使
う
所
と
為
る
者
、
多お

お是
く
は
鬧
処
を
厭

悪
す
。
乍た

ち
まち

邪
師
の
輩
に
指
し
て
静
坐
せ
ら
れ
、
却
っ
て
省
力
な
る
を
見
、
便
ち
以
て
是
と
為
し
、
更
に
妙
悟
を
求
め
ず
。
只
だ
黙

然
を
以
て
極
則
と
為
す
の
み
。
某
、
口
業
を
惜
し
ま
ず
、
力つ

と

め
て
此
の
弊
を
救
う
。
今
ま
稍や

や
非
を
知
る
者
有
り
。
願
わ
く
は
公
、

只
だ
疑
情
の
破
れ
ざ
る
処
に
向お

い
て
参
ぜ
よ
。
行
住
坐
臥
、放
捨
し
得
ざ
れ
。
僧
、趙
州
に
問
う
、「
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
」
と
。

州
云
く
、「
無
」
と
。
這
の
一
字
子
、
便す

な
わ是

ち
箇
の
生
死
の
疑
心
を
破
る
底
の
刀
子
な
り
。
這
の
刀
子
の
杷
柄
、
只
だ
当
人
の
手
に

の
み
在
り
。
別
人
を
し
て
手
を
下
さ
せ
得
ず
。
須す

べ
か是

ら
く
自
家
、
手
を
下
し
て
始
め
て
得よ

し
。
若
し
性
命
を
捨
て
得
れ
ば
、
方ま

さ

に
肯

い
て
自
ら
手
を
下
す
。
若
し
性
命
を
捨
て
得
ざ
れ
ば
、
且
ら
く
只
管
に
疑
の
破
れ
ざ
る
処
に
在お

い
て
崖
め
将
ち
去
れ
。
驀
然
と
し
て

自
ら
肯
い
て
命
を
捨
て
る
こ
と
一
下
せ
ば
、
便
ち
了
わ
る
。
那
の
時
、
方
に
静
の
時
は
便
是
ち
鬧
の
時
底
、
鬧
の
時
は
便
是
ち
静
の

時
底
、
語
の
時
は
便
是
ち
黙
の
時
底
、
黙
の
時
は
便
是
ち
語
の
時
底
な
り
と
信
じ
て
、
人
に
問
い
著え

ざ
れ
ば
、
亦
た
自
然
に
邪
師
の

胡
説
乱
道
を
受
け
ざ
る
な
り
。
至
禱
至
禱
。
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近
年
以
来
有
一
種
邪
師
、
説
黙
照
禅
。
教
人
十
二
時
中
是
事
莫
管
、
休
去
歇
去
、
不
得
做
声
。
恐
落
今
時
。
往
往
士
大
夫
、
為
聡
明
利
根
所
使
者
、

多
是
厭
悪
鬧
処
。
乍
被
邪
師
輩
指
令
静
坐
、
却
見
省
力
、
便
以
為
是
、
更
不
求
妙
悟
。
只
以
黙
然
為
極
則
。
某
不
惜
口
業
、
力
救
此
弊
。
今
稍
有

知
非
者
。
願
公
、
只
向
疑
情
不
破
処
参
。
行
住
坐
臥
、
不
得
放
捨
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
這
一
字
子
、
便
是
箇
破
生

死
疑
心
底
刀
子
也
。
這
刀
子
杷
柄
、
只
在
当
人
手
中
。
教
別
人
下
手
不
得
。
須
是
自
家
、
下
手
始
得
。
若
捨
得
性
命
、
方
肯
自
下
手
。
若
捨
性
命

不
得
、
且
只
管
在
疑
不
破
処
崖
将
去
。
驀
然
自
肯
捨
命
一
下
便
了
。
那
時
方
信
静
時
便
是
鬧
時
底
、
鬧
時
便
是
静
時
底
、
語
時
便
是
黙
時
底
、
黙

時
便
是
語
時
底
、
不
著
問
人
、
亦
自
然
不
受
邪
師
胡
説
乱
道
也
。
至
禱
至
禱
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
六
「
答
陳
少
卿
」T

47-923a

）

こ
れ
は
、
有
名
な
大
慧
が
黙
照
禅
批
判
を
行
っ
て
い
る
個
所
で
あ
る
。
黙
照
禅
者
は
、
指
導
す
る
者
に
悟
り
へ
の
関
心
を
も
た
せ
ず
、

た
だ
安
静
に
し
て
声
を
出
す
こ
と
も
許
さ
な
い
。
往
々
に
し
て
士
大
夫
は
、
動
処
を
嫌
が
り
、
ふ
い
に
邪
師
か
ら
静
座
さ
せ
ら
れ
て
「
力

を
省
く
」
の
を
自
覚
す
る
と
、
す
ぐ
に
満
足
し
て
し
ま
っ
て
、
さ
ら
な
る
悟
り
を
求
め
ず
、
た
だ
黙
っ
て
い
る
こ
と
を
最
高
の
道
だ
と
考

え
る
。
自
分
は
、
こ
う
い
っ
た
黙
照
禅
の
弊
害
か
ら
救
う
た
め
に
、
四
威
儀
に
渉
る
「
狗
子
無
仏
性
」
の
話
、
つ
ま
り
「
無
字
」
の
工
夫

を
主
張
す
る
の
だ
。「
無
字
」
は
、
生
死
へ
の
疑
心
を
破
る
刃
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
人
の
手
中
に
あ
っ
て
他
人
に
は
な
い
。
自
分
で
突

き
詰
め
る
し
か
な
く
、
こ
の
「
無
字
」
の
工
夫
に
命
が
け
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
や
が
て
は
自
分
で
解
決
で
き
る
。
だ
が
、
た
と
え

命
が
け
に
な
れ
な
く
て
も
、
一
応
は
疑
心
の
破
れ
な
い
と
こ
ろ
で
ひ
た
す
ら
に
突
き
詰
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
っ
し
ぐ
ら
に
脇
目
も
振
ら

ず
に
命
が
け
に
な
る
と
、
そ
れ
で
十
分
だ
。
そ
の
時
こ
そ
、
静
の
時
は
そ
の
ま
ま
動
の
時
、
動
の
時
は
そ
の
ま
ま
静
の
時
、
話
す
時
は
そ

の
ま
ま
黙
っ
て
い
る
時
、
黙
っ
て
い
る
時
は
そ
の
ま
ま
話
す
時
だ
と
、
こ
の
よ
う
な
二
元
的
思
考
を
超
え
た
立
場
を
真
実
で
あ
る
と
信
じ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
に
問
わ
な
く
て
も
、
ひ
と
り
で
に
邪
師
の
デ
タ
ラ
メ
な
説
を
受
け
入
れ
な
い
の
だ
。

こ
こ
で
大
慧
は
、
動
処
を
避
け
て
坐
禅
を
す
る
こ
と
で
実
現
す
る
境
地
の
こ
と
を
「
省
力
」
と
定
義
し
、
黙
照
禅
に
滞
る
者
は
、
そ
れ

を
も
っ
と
も
だ
と
思
っ
て
、
さ
ら
に
悟
り
を
求
め
ず
、
た
だ
黙
然
と
坐
っ
て
い
る
こ
と
を
最
高
の
道
だ
と
勘
違
い
す
る
と
批
判
し
て
い
る
。
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無
論
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
訳
で
、
大
慧
は
そ
の
救
済
策
と
し
て
、
四
威
儀
に
渉
る
「
無
字
」
の
工
夫
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
静
座
に
よ
る
「
省
力
」
の
実
現
と
、
そ
こ
に
滞
る
者
へ
の
批
判
で
あ
る
。

だ
が
一
方
で
大
慧
は
、
坐
禅
に
ま
つ
わ
る
問
題
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

静
坐
を
せ
ん
と
要
す
る
時
、
但
だ
一
炷
の
香
を
焼た

き
て
静
坐
せ
よ
。
坐
す
る
時
、
昏
沈
せ
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
亦
た
掉
挙
す
る

こ
と
を
得
ざ
れ
。
昏
沈
・
掉
挙
は
先
聖
の
訶
す
る
所
な
り
。
静
坐
せ
し
時
、
纔
か
に
此
の
両
種
の
病
現
前
す
る
を
覚
せ
ば
、
但た只
だ

狗
子
無
仏
性
の
話
を
挙
せ
。
両
種
の
病
、
力
を
用
い
て
排
遣
す
る
こ
と
を
著
ず
、
当
下
に
怗
怗
地
た
り
。
日
久
し
く
月
深
く
、
纔
か

に
省
力
な
る
を
覚
せ
ば
、
便す

な
わ是

ち
得
力
の
処
な
り
。

要
静
坐
時
、
但
焼
一
炷
香
静
坐
。
坐
時
、
不
得
令
昏
沈
、
亦
不
得
掉
挙
。
昏
沈
掉
挙
先
聖
所
訶
。
静
坐
時
、
纔
覚
此
両
種
病
現
前
、
但
只
挙
狗
子

無
仏
性
話
。
両
種
病
不
著
用
力
排
遣
、
当
下
怗
怗
地
矣
。
日
久
月
深
、
纔
覚
省
力
、
便
是
得
力
処
也
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
六
「
答
富
枢
密
」T

47-

922b

）

「
昏
沈
」（
心
の
沈
み
こ
ん
だ
状
態
）
と
「
掉
挙
」（
心
の
昂
ぶ
っ
た
状
態
）
と
は
、坐
禅
中
に
起
こ
る
禅
病
の
一
種
で
あ
る
。
坐
禅
に
励
ん
で

い
る
時
に
、
こ
の
二
つ
の
禅
病
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
祖
師
た
ち
が
注
意
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
坐
禅
中
、
こ
れ
ら
の
禅

病
が
起
こ
る
の
を
自
覚
す
れ
ば
、
た
だ
「
狗
子
無
仏
性
」
の
話
を
挙
し
て
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、「
用
力
」、
力
を
こ

め
て
押
し
の
け
な
く
て
も
す
ぐ
に
落
ち
着
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
月
日
の
経
つ
う
ち
に
「
省
力
」
な
る
こ
と
に
気
づ
い
た
時
、
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
「
得
力
」
の
と
こ
ろ
な
の
だ
。

こ
こ
は
坐
禅
中
に
起
こ
る
二
種
の
禅
病
に
つ
い
て
説
い
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
話
頭
の
工
夫
に
よ
っ
て
克
服
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
心
的
状
態
を
「
省
力
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、「
昏
沈
」
と
「
掉
挙
」
と
い
う
、
両
極

（9）	
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端
に
偏
向
し
た
意
識
を
話
頭
の
工
夫
に
よ
っ
て
引
き
戻
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
慧
は
、
坐
禅
と
「
省
力
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
も
い
る
。

左
右
、
静
勝
の
工
夫
を
做
す
こ
と
、
積
み
て
年
有
り
。
識
ら
ず
、
眼
を
開
き
物
に
応
ず
る
処
に
於
い
て
、
心
地
の
安
閑
な
る
を
得
る

や
。
若
し
未
だ
安
閑
な
る
こ
と
を
得
ざ
れ
ば
、
是
れ
静
勝
の
工
夫
、
未
だ
力
を
得
ざ
る
な
り
。
若そ

こ

許ば
く

に
久
し
く
し
て
猶
お
未
だ
力
を

得
ざ
れ
ば
、
当
に
箇
の
径
截
に
得
力
の
処
を
求
め
て
、
方は

始じ

め
て
平
昔
、
許
多
の
工
夫
に
辜
負
せ
ざ
る
な
り
。
平
昔
、
静
勝
の
工
夫

を
做
す
は
、
只
だ
箇
の
鬧
底
を
支
遣
せ
ん
こ
と
を
要
す
る
が
為
な
り
。
正
に
鬧
の
時
、
却
っ
て
鬧
底
に
自
家
の
方
寸
を
聒
擾
せ
ら
る

は
、
却
っ
て
平
昔
、
曾
て
静
勝
の
工
夫
を
做
さ
ざ
る
に
似
て
一
般
な
る
の
み
。
這
箇
の
道
理
、
只
だ
太は

な
はだ

近
し
と
為
す
。
遠
く
は
自

家
の
眼
睛
の
裏
を
出
で
ず
。
眼
を
開
け
ば
便
ち
刺
著
し
、
眼
を
合
す
る
処
、
亦
た
缺
少
せ
ず
。
口
を
開
け
ば
便
ち
道
著
し
、
口
を
合

す
る
処
、
亦
た
自
ら
現
成
す
。
心
を
起
こ
し
念
を
動
じ
て
承
当
せ
ん
と
擬ほ

っ欲
す
れ
ば
、
渠
、
早す

で已
に
蹉
過
す
る
こ
と
十
万
八
千
に
し

了
わ
れ
り
。
直
に
是
れ
爾
、
心
を
用
う
る
こ
と
無
き
処
、
這
箇
は
最
も
是
れ
省
力
な
ら
ん
。
而
今
、
此
の
道
を
学
す
る
者
の
多お

お是
く

は
力
を
用
い
て
求
め
ん
と
要
す
。
之
を
求
む
れ
ど
も
転
た
失
い
、
之
に
向
か
え
ど
も
愈
い
よ
背
く
。
那な

ん

ぞ
得
失
解
路
の
上
に
墮
在
し

て
、
鬧
処
に
失
す
る
者
は
多
く
、
静
処
に
失
す
る
者
は
少
な
し
と
謂
う
に
堪
え
ん
。
左
右
、
静
勝
の
処
に
在
り
て
、
住
し
了
わ
る
こ

と
二
十
余
年
。
試
み
に
些
子
の
得
力
底
を
将
ち
来
た
り
て
看
則よ箇
。
若
し
樁
樁
地
底
を
将
っ
て
、
静
中
の
得
力
の
処
と
做
さ
ば
、
何

故
に
却
っ
て
鬧
処
に
向お

い
て
失
却
せ
ん
。
而
今
、
省
力
に
し
て
静
鬧
一
如
な
る
こ
と
を
得
ん
と
要
せ
ば
、
但た只
だ
趙
州
の
無
字
を
透

取
せ
よ
。
忽
然
と
透
り
得
れ
ば
、
方
に
静
鬧
両
つ
な
が
ら
相
い
妨
た
げ
ず
。
亦
た
力
を
用
い
て
支
撐
す
る
を
著え

ず
、
亦
た
支
撐
無
き

解
を
作
さ
ざ
れ
。

左
右
做
静
勝
工
夫
、
積
有
年
矣
。
不
識
、
於
開
眼
応
物
処
、
得
心
地
安
閑
否
。
若
未
得
安
閑
、
是
静
勝
工
夫
未
得
力
也
。
若
許
久
猶
未
得
力
、
当

求
箇
径
截
得
力
処
、
方
始
不
辜
負
平
昔
許
多
工
夫
也
。
平
昔
做
静
勝
工
夫
、
只
為
要
支
遣
箇
鬧
底
。
正
鬧
時
、
却
被
鬧
底
聒
擾
自
家
方
寸
、
却
似

133　『禪學研究』第100號，2022年3月



平
昔
不
曾
做
静
勝
工
夫
一
般
耳
。
這
箇
道
理
、
只
為
太
近
。
遠
不
出
自
家
眼
睛
裏
。
開
眼
便
刺
著
、
合
眼
処
亦
不
缺
少
。
開
口
便
道
著
、
合
口
処

亦
自
現
成
。
擬
欲
起
心
動
念
承
当
、
渠
早
已
蹉
過
十
万
八
千
了
也
。
直
是
無
爾
用
心
処
、
這
箇
最
是
省
力
。
而
今
学
此
道
者
、
多
是
要
用
力
求
。

求
之
転
失
、
向
之
愈
背
。
那
堪
墮
在
得
失
解
路
上
、
謂
鬧
処
失
者
多
、
静
処
失
者
少
。
左
右
在
静
勝
処
、
住
了
二
十
余
年
。
試
将
些
子
得
力
底
来

看
則
箇
。
若
将
樁
樁
地
底
做
静
中
得
力
処
、
何
故
却
向
鬧
処
失
却
。
而
今
要
得
省
力
静
鬧
一
如
、
但
只
透
取
趙
州
無
字
。
忽
然
透
得
、
方
知
静
鬧

両
不
相
妨
。
亦
不
著
用
力
支
撐
、
亦
不
作
無
支
撐
解
矣
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
「
答
劉
通
判
」T

47-926c

）

こ
れ
は
劉
子
暈
へ
の
手
紙
で
あ
る
。
劉
子
暈
は
、
長
ら
く
坐
禅
修
行
に
励
ん
で
い
た
が
、
外
境
に
対
し
て
心
の
落
ち
着
き
を
得
る
こ
と

が
出
来
ず
に
い
た
。
そ
れ
は
別
の
個
所
で
大
慧
が
「
忽
然
と
し
て
人
の
指
し
て
静
黙
処
に
向
い
て
工
夫
を
做
さ
し
む
る
を
得
て
、
乍た

ち
まち

に

胸
中
無
事
な
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
便
ち
認
著
し
て
以
て
究
竟
安
楽
と
為
す
。
殊
に
知
ら
ず
、
石
の
草
を
圧
す
る
に
似
た
り
。
暫
く
消
息
絶

す
と
覚
す
と
雖
も
、
根
株
の
猶
お
在
る
を
奈い

か
ん何

せ
ん
。
寧な

ん

ぞ
寂
滅
の
期
を
証
徹
す
る
や
。
真
正
の
寂
滅
の
現
前
せ
ん
こ
と
を
得
ん
と
要
す

れ
ば
、
必
ず
須
ら
く
熾
然
生
滅
の
中
に
於
い
て
驀
地
に
一
跳
に
跳
出
す
べ
し
（
忽
然
得
人
指
令
向
静
黙
処
做
工
夫
、
乍
得
胸
中
無
事
、
便
認
著

以
為
究
竟
安
楽
。
殊
不
知
、
似
石
圧
草
。
雖
暫
覚
絶
消
息
、
奈
何
根
株
猶
在
。
寧
有
証
徹
寂
滅
之
期
。
要
得
真
正
寂
滅
現
前
、
必
須
於
熾
然
生
滅
之
中
驀

地
一
跳
跳
出
）」（『
大
慧
語
録
』
巻
二
六
「
答
富
枢
密
」T

47-921c~922a

）
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
坐
禅
に
よ
っ
て
心
が
落
ち
着
い
た
よ
う
に

感
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
石
で
草
を
押
さ
え
つ
け
る
よ
う
に
一
時
的
に
煩
悩
を
押
さ
え
込
ん
で
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
煩
悩
の

根
っ
こ
の
部
分
を
処
理
で
き
て
は
い
な
い
。
真
に
悟
り
き
る
に
は
、
必
ず
激
烈
な
日
常
生
活
の
生
滅
の
中
で
真
っ
向
か
ら
ひ
と
跳
び
に
跳

び
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

静
処
で
坐
禅
を
行
う
の
は
、
騒
が
し
い
動
処
の
状
態
を
押
し
遣
る
た
め
で
、
い
ざ
日
常
生
活
に
戻
っ
て
み
る
と
元
の
木
阿
弥
と
な
る
の

で
は
坐
禅
修
行
の
意
味
が
な
い
。
こ
の
事

0

0

0

は
身
近
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
眼
を
開
い
て
も
閉
じ
て
も
、
口
を
開
い
て
も
噤
ん
で
も
、
そ
こ

に
現
出
す
る
。
し
か
し
、
心
念
を
動
か
し
て
、
作
為
的
に
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
却
っ
て
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
心
を
は
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た
ら
か
せ
る
こ
と
の
な
い
折
、
そ
れ
こ
そ
が
最
も
手
間
ひ
ま
が
か
か
ら
な
い
、
つ
ま
り
「
省
力
」
の
と
こ
ろ
な
の
だ
。
今
日
の
修
行
者
は
、

と
か
く
力
を
こ
め
て
そ
れ
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
却
っ
て
そ
れ
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
今
、
力
を
省
い
て
動
静
一
如
で
あ
ろ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
趙
州
の
「
無
字
」
を
悟
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。「
無
字
」
を
悟
る
こ
と
で
、
動
処
に
も
静
処
に
も
こ
だ
わ
ら
な
く
な

る
の
で
あ
る
。

五
、「
生
処
」
と
「
熟
処
」

以
上
、
大
慧
の
「
省
力
」
と
「
得
力
」
に
関
す
る
主
張
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
用
例
を
取
り
上
げ
た
。
大
慧
の
い
う
「
省
力
」
と
は
、

手
間
を
省
く
、
具
体
的
に
は
善
悪
と
か
い
っ
た
分
別
意
識
に
加
え
、
そ
れ
ら
を
除
こ
う
と
し
て
、
あ
る
い
は
悟
り
を
求
め
よ
う
と
し
て
起

こ
る
作
為
的
な
心
を
も
省
く
と
い
う
幅
の
広
い
意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
大
慧
の
修
証
観
は
分
か
ら
な
い
。
大
慧
の
修
証
観
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、「
省
力
」
を
説

く
に
当
た
っ
て
、
合
わ
せ
て
よ
く
使
わ
れ
る
、「
生
処
」
と
「
熟
処
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

杲
、
毎つ

ね

に
此
の
道
を
信
ず
る
者
の
為
に
説
く
、
漸
く
日
用
二
六
時
中
に
省
力
の
処
を
覚
し
得
れ
ば
、
便す

な
わ是

ち
仏
を
学
ぶ
に
力
を
得
し

処
な
り
。
自
家
の
力
を
得
る
処
、
他
人
に
は
知
り
得
ず
、
亦
た
人
の
与
に
拈
出
し
て
看
せ
得
ず
。
盧
行
者
、
道
明
上
座
に
謂
い
て
曰

わ
く
、「
汝
、
若
し
自
己
の
本
来
の
面
目
を
返
照
せ
ば
、
密
意
、
尽
く
汝
の
辺
に
在
る
」
と
、
是
れ
な
り
。
密
意
と
は
、
便
是
ち
日

用
得
力
の
処
な
り
。
得
力
の
処
、
便
是
ち
省
力
の
処
な
り
。
世
間
塵
労
の
事
、
一
を
拈
じ
一
を
放
ち
て
、
窮
ま
り
無
く
尽
き
る
こ
と

無
し
。
四
威
儀
の
内
、
未
だ
嘗
て
相
い
捨
て
ず
、
無
始
時
来
、
之
と
縁
を
結
び
得
て
深
き
が
為
の
故
な
り
。
般
若
の
智
慧
は
、
無
始

時
来
、
之
と
縁
を
結
び
得
て
浅
き
が
故
な
り
。
乍た

ち
まち

知
識
の
説
著
す
る
を
聞
き
て
、
一
え
に
会
し
難
き
に
似
た
る
を
覚
し
得
た
り
。
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若も是
し
無
始
時
来
、
塵
労
と
の
縁
浅
く
、
般
若
と
の
縁
深
け
れ
ば
、
甚な

ん

の
会
し
難
き
処
有
ら
ん
。
但
だ
深
き
処
を
浅
か
ら
し
め
、
浅

き
処
を
深
か
ら
し
め
、
生
処
を
熟
な
ら
し
め
、
熟
処
を
生
な
ら
し
め
よ
。
纔
か
に
塵
労
の
事
を
思
量
す
る
を
覚
す
時
、
力
を
著
け
て

排
遣
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
只
だ
思
量
の
処
に
就
き
て
、
軽
軽
に
話
頭
を
撥
転
せ
よ
。
無
限
の
力
を
省
き
、
亦
た
無
限
の
力
を
得
る
。

請
う
公
、
只
だ
此
く
の
如
く
崖
め
将
ち
去
れ
。
心
を
存
し
て
悟
を
等ま

つ
こ
と
莫
け
れ
ば
、
忽
地
に
自

お
の
ず
から

悟
り
去
ら
ん
。

杲
毎
為
信
此
道
者
説
、
漸
覚
得
日
用
二
六
時
中
省
力
処
、
便
是
学
仏
得
力
処
也
。
自
家
得
力
処
、
他
人
知
不
得
、
亦
拈
出
与
人
看
不
得
。
盧
行
者

謂
道
明
上
座
曰
、
汝
若
返
照
自
己
本
来
面
目
、
密
意
尽
在
汝
辺
、
是
也
。
密
意
者
便
是
日
用
得
力
処
也
。
得
力
処
、
便
是
省
力
処
也
。
世
間
塵
労

事
、
拈
一
放
一
、
無
窮
無
尽
。
四
威
儀
内
、
未
嘗
相
捨
、
為
無
始
時
来
、
与
之
結
得
縁
深
故
也
。
般
若
智
慧
、
無
始
時
来
、
与
之
結
得
縁
浅
故
也
。

乍
聞
知
識
説
著
、
覚
得
一
似
難
会
。
若
是
無
始
時
来
、
塵
労
縁
浅
、
般
若
縁
深
者
、
有
甚
難
会
処
。
但
深
処
放
教
浅
、
浅
処
放
教
深
、
生
処
放
教

熟
、
熟
処
放
教
生
。
纔
覚
思
量
塵
労
事
時
、
不
用
著
力
排
遣
。
只
就
思
量
処
、
軽
軽
撥
転
話
頭
。
省
無
限
力
、
亦
得
無
限
力
。
請
公
只
如
此
崖
将

去
。
莫
存
心
等
悟
、
忽
地
自
悟
去
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
六
「
答
趙
待
制
」T

47-924a~b

）

大
慧
は
禅
を
学
ぶ
者
に
対
し
て
常
に
こ
う
言
っ
て
い
た
と
い
う
、
一
日
中
、
次
第
に
「
力
を
省
く
」
と
こ
ろ
を
悟
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
仏
を
学
ん
で
「
力
を
得
る
」
と
こ
ろ
と
な
る
。
自
ら
の
「
得
力
」
の
と
こ
ろ
は
他
人
に
は
う
か
が
い
知
れ
ず
、
手
に
取
っ
て
人

に
見
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
六
祖
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）
が
道
明
上
座
に
「
お
前
が
も
し
本
来
の
面
目
を
返
照
す
る
な
ら
ば
、
深

密
の
意
趣
は
こ
と
ご
と
く
お
前
の
手
許
に
あ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
こ
れ
に
当
た
る
。

こ
こ
で
慧
能
が
言
っ
て
い
る
「
深
密
の
意
趣
」
と
は
、
日
常
に
お
い
て
の
「
得
力
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
得
力
」
の
と
こ

ろ
が
、
そ
の
ま
ま
「
省
力
」
の
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
世
間
の
煩
悩
に
ま
み
れ
た
事
案
と
い
う
も
の
は
、
掴
ん
だ
り
離
し
た
り
尽
き
る
こ
と

が
な
い
。
行
住
坐
臥
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
無
始
以
来
、
煩
悩
と
縁
を
深
く
結
び
、

般
若
の
智
慧
と
は
浅
い
縁
し
か
結
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
煩
悩
と
の
縁
が
浅
く
、
般
若
の
縁
が
深
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
理
解
で
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き
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
深
い
と
こ
ろ
は
浅
く
し
、
浅
い
と
こ
ろ
を
深
く
し
、「
生な

ま

」
の
と
こ
ろ
を
熟
さ
せ
、「
熟
」
の
と
こ
ろ

を
生
に
さ
せ
よ
。
煩
悩
に
ま
み
れ
た
事
柄
を
思
量
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
力
を
こ
め
て
押
し
や
っ
た
り
し
て
は
な
ら
ぬ
。
た
だ
思

量
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
そ
っ
と
話
頭
を
運
用
す
れ
ば
、
無
限
の
力
を
省
き
、
無
限
の
力
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
突

き
詰
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
心
を
と
ど
め
て
悟
り
を
待
つ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
自
然
に
悟
る
こ
と
に
な
る
、
と
。

一
読
し
て
分
か
る
通
り
、
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
省
力
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
と
対
応
す
る
「
得
力
」
で
あ
る
。
大

慧
は
二
六
時
中
、「
省
力
」
で
あ
る
こ
と
を
次
第
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
、そ
の
ま
ま
「
得
力
」
な
の
だ
と
し
、そ
し
て
「
省
力
」
す
る
に
は
、

「
生
処
」
を
「
熟
処
」
に
、「
熟
処
」
を
「
生
処
」
に
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
熟
処
」
と
「
生

処
」
と
は
如
何
な
る
も
の
を
い
う
の
か
。

士
大
夫
、
多
く
有
所
得
の
心
を
以
っ
て
無
所
得
の
法
を
求
む
。
何
を
か
有
所
得
の
心
と
謂
う
や
。
聡
明
霊
利
、
思
量
計
較
な
る
者
、

是
れ
な
り
。
何
を
か
無
所
得
の
法
と
謂
う
や
。
思
量
の
行
ぜ
ず
、
計
較
の
到
ら
ず
、
聡
明
霊
利
の
安
著
す
る
に
処
無
き
者
、
是
れ
な

り
。
…
…
永
嘉
又
た
云
わ
く
、「
無
明
の
実
性
即
ち
仏
性
、
幻
化
の
空
身
即
ち
法
身
。
法
身
覚
り
了お

わ
ら
ば
一
物
も
無
し
、
本
源
自

性
は
天
真
仏
」
と
。
若
し
是
く
の
如
く
思
量
し
、
驀
然
と
思
量
の
及
ば
ざ
る
処
に
向お

い
て
見
得
れ
ば
、
無
一
物
底
の
法
身
、
即す

な
わ是

ち

当
人
の
生
死
よ
り
出
づ
る
処
な
り
。
前
に
云
う
所
の
無
所
得
の
法
、
有
所
得
の
心
を
以
っ
て
求
む
可
か
ら
ず
。
便す

な
わ是

ち
這
箇
の
道
理

な
り
。
士
大
夫
、
一
生
、
思
量
計
較
の
中
に
在
り
て
活
計
を
作
す
。
…
…
蓋
し
平
時
、
只
だ
思
量
卜
度
を
以
っ
て
窟
宅
と
為
し
、
乍

た
ち
ま

ち
思
量
し
得
ざ
る
底
の
話
を
説
著
す
る
を
聞
か
ば
、
便
ち
茫
然
と
し
て
巴
鼻
を
討も

と

む
る
処
無
し
。
殊
に
知
ら
ず
、
只
だ
這
の
巴
鼻
を

討も
と

む
る
こ
と
無
き
処
、
便す

な
わ是

ち
自
家
の
身
命
を
放
つ
底
の
時
節
な
り
。
…
…
但
だ
博
く
群
書
を
極
め
、
九
経
十
七
史
の
内
に
於
い
て
、

入
り
得
る
こ
と
太は

な
はだ

深
く
、
聡
明
な
る
こ
と
太
だ
過
ぎ
、
理
路
太
だ
多
く
、
定
力
太
だ
少
な
け
れ
ば
、
日
用
応
縁
処
に
牽ひ挽
か
れ
将

ち
去
ら
れ
、
故
に
脚
跟
下
に
於
い
て
啐
地
折
曝
地
に
断
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。
若
し
時
時
に
正
念
現
前
し
、
生
死
を
怕
る
る
の
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心
変
わ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
日
月
浸
久
す
る
に
、
生
処
は
自

お
の
ず
から

熟
し
、
熟
処
は
自
ら
生
な
り
。
且
ら
く
那
箇
か
是
れ
熟
処
。
聡
明
霊
利
、

思
量
計
較
底
、
是
れ
な
り
。
那
箇
か
是
れ
生
処
。
菩
提
・
涅
槃
・
真
如
・
仏
性
、
思
惟
分
別
を
絶
し
、
摶
量
卜
度
の
到
ら
ず
、
爾
の

用
心
安
排
無
き
底
、
是
れ
な
り
。
驀
然
と
時
節
到
来
す
れ
ば
、
或
い
は
古
人
の
入
道
因
縁
上
に
於
い
て
、
或
い
は
経
教
を
看
る
時
に

於
い
て
、
或
い
は
日
用
、
縁
に
応
ず
る
に
於
い
て
、
若
し
く
は
善
、
若
し
く
は
不
善
、
若
し
く
は
身
心
散
乱
し
、
若
し
く
は
逆
順
の

境
界
現
前
し
、
若
し
く
は
暫
く
心
意
識
の
寧
静
を
得
る
時
、
忽
地
に
関
棙
子
を
蹋
翻
す
る
は
、
是
れ
差
事
に
あ
ら
ず
。

士
大
夫
多
以
有
所
得
心
求
無
所
得
法
。
何
謂
有
所
得
心
。
聡
明
霊
利
思
量
計
較
者
是
。
何
謂
無
所
得
法
。
思
量
不
行
、
計
較
不
到
、
聡
明
霊
利
無

処
安
著
者
是
。
…
…
永
嘉
又
云
、
無
明
実
性
即
仏
性
、
幻
化
空
身
即
法
身
。
法
身
覚
了
無
一
物
、
本
源
自
性
天
真
仏
。
若
如
是
思
量
、
驀
然
向
思

量
不
及
処
見
得
、
無
一
物
底
法
身
、
即
是
当
人
出
生
死
処
。
前
所
云
無
所
得
法
、
不
可
以
有
所
得
心
求
。
便
是
這
箇
道
理
也
。
士
大
夫
一
生
在
思

量
計
較
中
作
活
計
。
…
…
蓋
平
時
只
以
思
量
卜
度
為
窟
宅
、
乍
聞
説
著
不
得
思
量
底
話
、
便
茫
然
無
討
巴
鼻
処
。
殊
不
知
、
只
這
無
討
巴
鼻
処
、

便
是
自
家
放
身
命
底
時
節
也
。
…
…
但
以
博
極
群
書
、
於
九
経
十
七
史
内
、
入
得
太
深
、
聡
明
太
過
、
理
路
太
多
、
定
力
太
少
、
被
日
用
応
縁
処

牽
挽
将
去
、
故
於
脚
跟
下
不
能
得
啐
地
折
曝
地
断
耳
。
若
時
時
正
念
現
前
、
怕
生
死
之
心
不
変
、
則
日
月
浸
久
、
生
処
自
熟
、
熟
処
自
生
矣
。
且

那
箇
是
熟
処
。
聡
明
霊
利
、
思
量
計
較
底
是
。
那
箇
是
生
処
。
菩
提
涅
槃
真
如
仏
性
、
絶
思
惟
分
別
、
摶
量
卜
度
不
到
、
無
爾
用
心
安
排
底
是
。

驀
然
時
節
到
来
、
或
於
古
人
入
道
因
縁
上
、
或
因
看
経
教
時
、
或
於
日
用
応
縁
、
若
善
若
不
善
、
若
身
心
散
乱
、
若
逆
順
境
界
現
前
、
若
暫
得
心

意
識
寧
静
時
、
忽
地
蹋
翻
関
棙
子
、
不
是
差
事
。（『
大
慧
語
録
』
巻
二
三
「
示
徐
提
刑
」T

47-907c~908b

）

知
識
階
級
た
る
士
大
夫
は
、
し
ば
し
ば
何
か
を
求
め
る
功
利
心
た
る
有
所
得
の
心
で
無
所
得
の
法
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
も
そ
も
有

所
得
心
と
は
、
聡
明
霊
利
、
思
量
計
較
の
こ
と
、
無
所
得
法
と
は
そ
の
反
対
で
、
思
量
分
別
な
く
聡
明
霊
利
さ
の
置
き
所
の
な
い
も
の
を

指
す
。『
証
道
歌
』
に
「
無
明
の
本
性
が
そ
の
ま
ま
仏
性
で
あ
り
、
幻
の
変へ

ん

化げ

に
す
ぎ
な
い
空
し
い
肉
体
が
、
そ
の
ま
ま
法
身
と
な
っ
て

い
る
。
法
身
を
悟
れ
ば
、
元
来
、
何
も
な
い
。
本
来
の
自
己
そ
の
も
の
が
天
然
の
真
の
仏
だ
」
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
も
し
こ
の
よ
う
に
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思
量
し
、
突
然
に
思
量
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
無
一
物
底
の
法
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
が
そ
の
ま
ま
当
人
の
生
死
か
ら
離
れ

る
と
こ
ろ
と
な
る
。「
無
所
得
の
法
は
有
所
得
の
心
で
求
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
こ
の
道
理
を
指
す
の
だ
。
当
時
の
知
識
人
で

あ
る
士
大
夫
は
、
一
生
、
思
量
分
別
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
日
頃
、
思
量
や
あ
て
推
量
を
住
み
処
と
し
て
い
る
か
ら
、
突
然
に
思
量
の

で
き
な
い
話
を
聞
く
と
、
す
ぐ
さ
ま
茫
然
と
し
て
思
量
の
手
が
か
り
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
の
手
が
か
り
の
つ
か
め
な
い
と

こ
ろ
こ
そ
が
、
自
ら
の
身
命
を
投
げ
出
す
時
節
だ
と
い
う
こ
と
を
、
士
大
夫
た
ち
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
。

士
大
夫
は
、
広
く
群
書
を
極
め
、
九
経
十
七
史
に
深
く
入
り
す
ぎ
、
聡
明
す
ぎ
、
理
窟
が
多
す
ぎ
、
一
方
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
禅
定
力

は
少
な
す
ぎ
る
が
た
め
、
日
常
の
営
為
の
中
で
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
自
分
の
脚
下
で
バ
キ
ッ
と
へ
し
折
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
だ
。
も
し
、
常
に
正
念
が
目
の
前
に
あ
っ
て
、
生
死
を
恐
れ
る
心
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
月
日
の
経
つ
う
ち
に
「
生
」
の
と
こ
ろ
が
自

ず
か
ら
「
熟
」
し
、「
熟
」
し
た
と
こ
ろ
は
ひ
と
り
で
に
「
生
」
と
な
る
。「
熟
」
し
た
と
こ
ろ
と
は
、
有
所
得
心
と
同
様
に
、
聡
明
霊
利
、

思
量
計
較
の
こ
と
で
、「
生
」
の
と
こ
ろ
と
は
、
菩
提
・
涅
槃
・
真
如
・
仏
性
、
さ
ら
に
思
惟
分
別
を
無
く
し
、
あ
て
推
量
や
想
像
が
到

ら
ず
、
心
を
は
た
ら
か
ら
せ
て
計
ら
い
の
な
い
と
こ
ろ
を
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
よ
う
な
、「
生
処
」
と
「
熟
処
」
と
い
う
言
葉
は
、「
省
力
」
や
「
得
力
」
と
同
様
、
大
慧
の
語
録
に
頻
出
す
る
用
語
で

あ
る
。
文
中
に
あ
る
通
り
、
こ
れ
ら
は
対
立
す
る
概
念
で
、「
熟
処
」
は
聡
明
さ
や
分
別
心
の
こ
と
、
つ
ま
り
有
所
得
心
の
こ
と
で
、「
生

処
」
は
、
菩
提
や
涅
槃
な
ど
で
、
無
所
得
法
に
当
た
る
。

「
熟
処
」
に
生
き
て
い
る
士
大
夫
を
「
生
処
」
に
志
向
さ
せ
る
こ
と
で
、
思
量
分
別
す
る
余
地
を
失
わ
せ
る
。
し
か
し
、「
熟
処
」
に
染

ま
っ
た
士
大
夫
は
そ
れ
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
茫
然
と
し
て
思
量
の
手
が
か
り
を
失
う
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
看
話
禅
で
い
う
と

こ
ろ
の
「
大
疑
」
の
状
態
で
あ
る
と
言
え
る
。

話
頭
の
工
夫
に
よ
っ
て
つ
ね
に
正
念
相
続
し
て
い
れ
ば
、
や
が
て
は
「
生
処
」
が
「
熟
処
」
と
な
り
、「
熟
処
」
は
「
生
処
」
と
な
っ

て
い
く
。
そ
う
い
う
境
界
に
な
れ
ば
、
い
ず
れ
は
「
関
棙
子
」
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。「
関
棙
子
」
は
、
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戸
の
開
閉
の
た
め
に
取
り
付
け
た
「
と
ま
ら
」
と
「
と
ぼ
そ
」
の
総
称
で
、
視
点
を
一
転
さ
せ
る
心
機
の
喩
え
の
こ
と
で
あ
る
。「
関
棙

子
を
蹋
翻
す
る
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
心
機
一
転
、
大
悟
の
経
験
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
省
力
」
と
「
得
力
」
の
関
係
と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
「
答
趙
待
制
」
で
、「
若も是
し
無
始
時
来
、
塵

労
と
の
縁
浅
く
、
般
若
と
の
縁
深
け
れ
ば
、
甚な

ん

の
会
し
難
き
処
有
ら
ん
。
但
だ
深
き
処
を
浅
か
ら
し
め
、
浅
き
処
を
深
か
ら
し
め
、
生
処

を
熟
な
ら
し
め
、
熟
処
を
生
な
ら
し
め
よ
。
纔
か
に
塵
労
の
事
を
思
量
す
る
を
覚
し
得
る
時
、
力
を
著
け
て
排
遣
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、

只
だ
思
量
の
処
に
就
き
て
、
軽
軽
に
話
頭
を
撥
転
せ
よ
。
無
限
の
力
を
省
き
、
亦
た
無
限
の
力
を
得
る
」
と
あ
る
通
り
、「
省
力
」
の
過

程
が
「
生
処
」
と
「
熟
処
」
の
工
夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

大
慧
は
別
の
個
所
で
、「
妙
喜
、
一
生
、
只
だ
省
力
の
処
を
以
っ
て
人
に
指
示
す
（
妙
喜
、
一
生
只
以
省
力
処
指
示
人
）」（『
大
慧
語
録
』
巻

二
三
「
示
妙
明
居
士
」T

47-911c

）
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
大
慧
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
む
し
ろ
「
省
力
」
の
方
で
あ
る
。「
省
力
」

が
実
現
す
れ
ば
自
然
に
「
得
力
」
は
実
現
す
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
言
挙
げ
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
大
慧
の
説
く
「
省
力
」
と
「
得
力
」
は
、
話
頭
の
工
夫
に
よ
っ
て
実
現
す
る
「
省
力
」
に
よ
っ
て
、
自お

の

ず
か
ら
「
得
力
」
も

実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
「
省
力
」
に
よ
っ
て
目
指
す
も
の
と
は
、
心
の
本
来
の
在
り
方
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
、

真
の
意
味
で
の
「
平
常
無
事
」
の
実
現
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
大
慧
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
自
然
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
念
が
破
れ
る
よ
う
な
、
そ
れ
ま
で
の
迷
い
の
自
己
を
徹

底
否
定
す
る
体
験
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
体
験
を
う
な
が
す
工
夫
こ
そ
が
「
無
字
」
を
中
心
と
し
て
工
夫
す
る

看
話
禅
な
の
で
あ
る
。
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六
、
ま
と
め

以
上
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、「
省
力
」
と
「
得
力
」、
さ
ら
に
「
生
処
」
と
「
熟
処
」
と
い
う
語
を
通
し
て
大
慧
の
修
証
の
構
造
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
た
。

「
省
力
」
は
、「
手
間
ひ
ま
を
省
く
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
禅
録
で
用
い
ら
れ
る
場
合
で
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
っ

た
が
、
一
方
で
、
あ
ら
ゆ
る
営
為
は
仏
作
仏
行
で
あ
る
か
ら
、
作
為
を
し
な
け
れ
ば
自
ら
の
本
来
性
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

意
味
に
も
深
め
ら
れ
た
。
ま
た
「
得
力
」
は
、
一
般
に
「
お
か
げ
を
蒙
る
」
と
解
さ
れ
、
元
来
、「
外
か
ら
の
助
力
を
得
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
り
、
そ
れ
は
禅
、
特
に
唐
代
の
禅
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

し
か
し
宋
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
の
用
語
の
意
味
に
変
化
が
見
え
る
。「
省
力
」
に
つ
い
て
は
、
宋
代
以
後
も
基
本
的
に
は
作
為
や
分

別
を
否
定
し
て
「
手
間
な
く
」
自
ら
の
本
来
性
を
受
容
す
る
と
い
う
意
味
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
他
方
、
仏
眼
清
遠

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
退
歩
」
と
解
さ
れ
て
、
実
践
を
強
調
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
ま
た
「
得
力
」
に
つ
い
て
も
、
本
来
の
意
味
で

あ
る
「
外
か
ら
の
助
力
」
の
意
味
が
薄
ま
り
、
内
容
の
深
浅
は
あ
る
も
の
の
、
悟
り
の
境
地
を
指
す
意
味
合
い
に
変
質
し
た
。
そ
し
て
、

大
慧
に
至
っ
て
は
、
こ
の
「
省
力
」
と
「
得
力
」
を
、「
省
力
」
の
と
こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
「
得
力
」
な
の
だ
と
説
い
た
。
大
慧
の
説
く
「
省

力
」
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
話
頭
の
工
夫
の
こ
と
で
あ
っ
て
、「
省
力
即
得
力
」
と
い
う
定
義
は
、
修
行
と
悟
り
と
の
緊
密
な
関
係
を
意

味
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
慧
は
、「
省
力
」
を
説
く
に
当
た
っ
て
、「
生
処
」
と
「
熟
処
」
と
い
う
対
立
す
る
概
念
を
も
つ
用
語
を
あ
わ
せ
て
使
用
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
熟
処
」
は
聡
明
さ
や
分
別
心
の
こ
と
で
有
所
得
心
に
当
た
り
、「
生
処
」
は
菩
提
や
涅
槃
の
こ
と
で
無
所
得
法
に
当
た
る
。

大
慧
の
説
に
拠
れ
ば
、
ま
ず
「
熟
処
」
に
生
き
て
い
る
学
人
を
「
生
処
」
に
志
向
さ
せ
る
こ
と
で
、
思
量
分
別
す
る
余
地
を
失
わ
せ
る
。
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し
か
し
、「
熟
処
」
に
染
ま
っ
た
学
人
は
そ
れ
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
茫
然
と
し
て
思
量
の
手
が
か
り
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
「
大
疑
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、行
住
坐
臥
の
四
威
儀
に
渉
る
、さ
ら
な
る
話
頭
の
工
夫
に
よ
っ
て
「
省
力
」
が
極
ま
っ
て
い
き
、や
が
て
は
「
生
処
」
が
「
熟

処
」
と
な
り
「
熟
処
」
は
「
生
処
」
と
な
っ
て
い
く
。「
省
力
」
を
自
覚
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
ま
ま
「
得
力
」
の
境
地
で
あ
っ
て
、
や

が
て
は
心
機
一
転
、
大
悟
の
経
験
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
大
慧
の
看
話
禅
の
特
徴
が
あ
る
。

大
慧
の
「
省
力
」
は
、
作
為
や
分
別
を
否
定
し
て
自
ら
の
本
来
性
に
至
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
唐
代
の
禅
者
の
主
張
と
概
ね
変

わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
慧
の
「
省
力
」
が
、
話
頭
の
工
夫
と
悟
り
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
唐
代
の
禅
者
た
ち

は
、
自
ら
の
本
来
性
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
こ
と
を
「
省
力
」
と
述
べ
た
。

そ
も
そ
も
、
馬
祖
下
を
中
心
と
す
る
唐
代
の
禅
者
た
ち
は
、
本
来
の
自
己
を
仏
そ
の
も
の
と
無
媒
介
に
等
置
し
、
そ
れ
が
既
に
日
常
生

活
の
中
に
自
明
の
も
の
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
と
考
え
、
た
だ
平
常
無
事
で
い
る
こ
と
の
み
が
悟
り
の
姿
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
無
事
の
思
想
は
、
宋
代
に
な
る
頃
に
は
平
常
の
安
易
な
絶
対
肯
定
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
批
判
が
高
ま
り
、
無

事
禅
批
判
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
無
事
禅
批
判
を
繰
り
広
げ
る
禅
者
は
、
迷
い
か
ら
悟
り
に
到
っ
て
無
事
の
境
地
を
会
得
し
た
と
し
て
も
、

安
易
に
無
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
徹
底
し
た
否
定
を
通
過
し
て
真
の
無
事
に
到
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
大
慧
が
批
判
し
た
黙
照
禅
者
た
ち

も
ま
た
悟
り
を
軽
視
す
る
禅
風
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
慧
が
黙
照
禅
批
判
を
通
し
て
自
ら
の
看
話
禅
を
形
成
し
た
こ
と
は
す
で
に

明
ら
か
で
あ
る
。

唐
代
禅
の
残
し
た
課
題
、
こ
の
無
事
禅
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
次
代
の
宋
代
の
禅
者
た
ち
の
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
大
慧
は
看
話
禅
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
事
禅
の
克
服
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

大
慧
が
現
れ
た
時
代
に
は
す
で
に
五
家
は
分
立
し
、そ
の
中
で
も
潙
仰
宗
や
法
眼
宗
は
す
で
に
姿
を
消
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

五
家
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
諸
方
に
は
様
々
な
禅
を
唱
え
る
禅
者
が
出
現
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
禅
を
説
い
た
。
禅
は
成
熟

（10）	

（11）	

（12）	
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期
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
慧
は
た
と
え
宗
風
は
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
本
来
、
禅
の
目
指
す
べ
き
道
は
釈
尊
の
体
験
で
あ
り
、

そ
れ
は
迷
い
か
ら
悟
り
へ
の
転
換
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。

大
慧
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
宗
派
と
い
う
枠
組
み
を
超
越
し
た
、
時
代
的
な
課
題
の
克
服
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
悟
り
の
実
現
と
、
師
で
あ

る
圜
悟
に
よ
っ
て
は
実
現
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
方
法
論
の
確
立
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
看
話
禅
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
註
〉

（　

）	

小
川
隆
「
鉄
酸
餡
―
問
答
か
ら
公
案
へ　

公
案
か
ら
看
話

へ
―
」（『
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
第
八
号
・
二
〇
一
〇
年
）

参
照
。

（　

）	「
一
口
に
中
国
の
禅
と
い
っ
て
も
、
唐
代
の
禅
と
宋
代
の

禅
と
の
間
に
は
、
意
外
な
ほ
ど
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
こ
と
は
あ
ま
り
注
意
さ
れ
ず
、
唐

代
の
禅
者
の
言
葉
は
、
も
っ
ぱ
ら
宋
代
禅
的
な
解
釈
・
再

編
を
通
し
て
―
―
し
か
も
、
そ
う
と
は
意
識
せ
ぬ
ま
ま
に

―
―
な
が
く
伝
承
さ
れ
参
究
さ
れ
て
き
た
」（
小
川
隆
『『
臨

済
録
』禅
の
語
録
の
こ
と
ば
と
思
想
』岩
波
書
店･

二
〇
〇
八
年
、

二
〇
頁
）

（　

）	

三
祖
僧
璨
（
？
～
六
〇
六
）
の
『
信
心
銘
』
に
は
、「
円ま
ど
かな

る
こ
と
太
虚
と
同
じ
、
欠
け
る
こ
と
無
く
余
る
こ
と
無
し

（
円
同
太
虚
、
無
欠
無
余
）」「
虚こ
み
ょ
う明
自お
の
ずら
照
ら
し
て
、
心
力

を
労
せ
ず
（
虚
明
自
照
、
不
労
心
力
）」
と
あ
っ
て
、「
道
」

は
虚
空
の
如
く
に
円
か
で
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
形

の
無
い
「
道
」
は
、
形
が
無
い
な
が
ら
も
自
然
と
も
の
を

映
し
出
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
の
心
を
働
か
せ
る
必
要

は
な
い
の
だ
、
と
い
う
意
味
と
な
る
。
真
理
た
る
「
道
」

は
完
全
で
遍
満
し
て
お
り
、
作
為
を
否
定
す
れ
ば
受
容
で

き
る
、
と
い
う
『
信
心
銘
』
の
思
想
は
、
後
の
唐
代
禅
の

主
張
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

（　

）	「
省
力
」
や
「
省
心
力
」
は
用
例
は
少
な
い
語
で
あ
る
が
、

他
に
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
の
『
広
録
』
に
二
例
、

同
門
の
玄
沙
師
備
（
八
三
五
～
九
〇
八
）
の
『
広
録
』
に
二

例
見
え
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
挙
げ
た
い
。

	

　

	

兄
弟
、
一
等
に
是
れ
草
鞋
を
蹋
破
し
て
行
脚
し
、
師

長
父
母
を
拋
却
し
て
、
直
に
須
ら
く
些
子
の
眼
睛
を

著
け
て
始
め
て
得
し
。
若
し
未
だ
箇
の
入
頭
処
有
ら

ざ
れ
ば
、
本
色
の
猪
狗
の
手
脚
を
咬
む
に
遇
著
し
、
性

命
を
惜
し
ま
ず
、
泥
に
入
り
水
に
入
り
、
相
い
為
に

咬
嚼
す
可
き
有
り
。
眉
毛
を
眨
上
し
、
高
く
鉢
囊
を

（13）	
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挂
け
、
十
年
二
十
年
、
出
頭
を
辦
取
せ
ん
と
す
る
も
、

成
辦
せ
ざ
る
を
愁
う
こ
と
莫
れ
。
直
に
是
れ
今
生
、
未

だ
得
ざ
れ
ど
も
、
来
生
、
亦
た
人
身
を
失
せ
ず
。
此

の
門
中
に
向お

い
て
亦
た
乃
ち
省
力
せ
ん
。（
兄
弟
、
一
等

是
蹋
破
草
鞋
行
脚
、拋
却
師
長
父
母
、直
須
著
些
子
眼
睛
始
得
。

若
未
有
箇
入
頭
処
、
遇
著
本
色
咬
猪
狗
手
脚
、
不
惜
性
命
、

入
泥
入
水
、
相
為
有
可
咬
嚼
。
眨
上
眉
毛
、
高
挂
鉢
囊
、
十

年
二
十
年
、
辦
取
徹
頭
、
莫
愁
不
成
辦
。
直
是
今
生
未
得
、

来
生
、
亦
不
失
人
身
。
向
此
門
中
亦
乃
省
力
）（『
雲
門
広
録
』

巻
上
、『
古
尊
宿
語
録
』
巻
一
五･Z118-170a

）

	
	　

草
鞋
を
踏
み
破
る
ほ
ど
に
行
脚
を
し
、
師
や
父
母
を

捨
て
去
っ
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
肝
要
の
と
こ
ろ
を

見
る
目
を
つ
け
ね
ば
ら
ぬ
。
も
し
い
ま
だ
に
そ
の
よ
う

な
入
口
が
無
い
な
ら
ば
、
本
物
の
衲
僧
の
も
と
で
、
豚

や
狗
の
手
足
に
咬
み
つ
く
よ
う
な
苦
労
を
厭
わ
ず
、
性

命
を
惜
し
ま
ず
、
泥
水
に
ま
み
れ
る
程
の
修
行
を
し
て
、

や
っ
と
互
い
に
咬
み
つ
き
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
眉
を
つ
り
上
げ
、
鉢
嚢
を
高
く
か
か
け
、
十
年

二
十
年
と
、
出
頭
の
と
こ
ろ
（
＝
自
己
の
本
分
）
を
見
分

け
よ
う
と
し
て
、
結
局
で
き
な
く
と
も
愁
い
て
は
な
ら

な
い
。
今
生
に
得
ら
れ
な
く
と
も
、
来
世
に
は
再
び
人

間
の
身
を
得
て
、
こ
の
禅
門
に
お
い
て
「
省
力
」
す
る

で
あ
ろ
う
、
と
。
こ
こ
の
「
省
力
」
は
、
現
世
で
の
苦

修
の
成
果
が
き
っ
と
来
世
に
お
い
て
実
を
結
ぶ
に
違
い

な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
方
向
で
の
「
手
間
を
省
く
」

と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。

	
	　

ま
た
、
雲
門
と
同
門
の
玄
沙
師
備
（
八
三
五
～
九
〇
八
）

の
『
広
録
』
に
も
「
省
心
力
」
の
用
例
が
見
え
る
。

	

　

	

与
麼
に
好
き
を
得
、
与
麼
に
悪
し
き
を
得
、
与
麼
に

長
き
を
得
、
与
麼
に
短
き
を
得
、
与
麼
に
生
を
得
、
与

麼
に
熟
す
る
を
得
、
与
麼
に
方
な
る
を
得
、
与
麼
に

円
か
な
る
を
得
て
、
一
一
顕
明
な
り
。
且
ら
く
作
麼

生
か
是
れ
好
悪
長
短
方
円
底
の
道
理
。
還
た
会
す
や
。

作
麼
生
か
分
別
す
。
与
麼
に
語
話
す
る
は
、
実
に
是

れ
心
力
を
省
く
。
但
だ
自
ら
詳
察
し
看
よ
。
若
し
会

得
せ
ば
、共
に
相
い
証
明
せ
ん
。（
得
与
麼
好
、得
与
麼
悪
、

得
与
麼
長
、
得
与
麼
短
、
得
与
麼
生
、
得
与
麼
熟
、
得
与
麼
方
、

得
与
麼
円
。一
一
顕
明
。且
作
麼
生
是
好
悪
長
短
方
円
底
道
理
。

還
会
麼
。
作
麼
生
分
別
。
与
麼
語
話
、
実
是
省
心
力
。
但
自

詳
察
看
。
若
会
得
、
共
相
証
明
）（『
玄
沙
広
録
』
巻
上

･Z126-181b~c

）

	
	　

玄
沙
は
差
別
相
を
列
挙
し
、
明
白
に
現
出
し
て
い
る
、

こ
れ
ら
の
差
別
相
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
こ
と
を
説
く
。

つ
ま
り
そ
れ
は
「
省
心
力
」、
ま
こ
と
に
手
間
が
省
け
る

簡
単
な
こ
と
だ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（　

）	
仏
眼
は
別
の
箇
所
で
「
退
歩
」
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
に

5
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述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
仏
眼
は
、
坐
禅
批
判
と
公
案
の
参

究
を
述
べ
て
い
て
、
後
の
大
慧
に
つ
な
が
る
看
話
禅
の
萌

芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
兄
弟
、
直
に
須
ら
く
退
歩

し
て
体
究
す
べ
し
。
如
何
が
退
歩
な
る
。
且
ら
く
是
れ
你

を
し
て
長
連
床
上
に
眼
を
閉
じ
て
坐
せ
し
め
ざ
れ
。
硬
く

身
心
を
捺お

す
こ
と
、
土
木
の
如
く
に
相
い
似
た
り
。

百
千
万
劫
も
也
た
用
処
無
し
。
若
し
退
歩
せ
ん
と
要
す
る

時
、
你
の
会
せ
ざ
る
底
の
語
言
、
了
ぜ
ざ
る
底
の
因
縁
有

り
て
、
便
ち
面
前
に
頓
在
す
。
退
歩
し
て
自
ら
看
よ
。
什

麼
に
因
っ
て
か
会
せ
ざ
り
去
ら
ん
」（
兄
弟
直
須
退
歩
体
究
。

如
何
退
歩
。
且
不
是
教
你
長
連
床
上
閉
眼
坐
。
硬
捺
身
心
、
如

土
木
相
似
。
百
千
万
劫
也
無
用
処
。
若
要
退
歩
時
、
你
有
不
会

底
語
言
、
不
了
底
因
縁
、
便
頓
在
面
前
。
退
歩
自
看
。
因
什
麼

不
会
去
）」（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
三
二
「
舒
州
龍
門
仏
眼
和
尚
普

説
語
録
」Z118-287c

）

（　

）	

入
矢
義
高
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
、「『
得
力
』

と
は
人
の
お
か
げ
を
蒙
る
こ
と
。『
臨
済
録
』
の
行
録
に
、

潙
山
の
質
問
と
し
て
『
臨
済
は
当
時
、
大
愚
の
力
を
得
た

の
か
、
黄
檗
の
力
を
得
た
の
か
』
と
あ
る
の
も
そ
の
例
。

ま
た
、『
碧
巌
録
』
四
十
三
則
の
『
全
得
他
力
』
も
『
す

っ
か
り
彼
の
お
か
げ
を
蒙
っ
て
い
る
』と
い
う
意
。『
得
力
』

を
『
お
の
れ
の
力
を
獲
得
す
る
』
と
か
、『
自
力
を
つ
か
む
』

と
か
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
な
お
『
伝
灯
録
』
巻
八

と
『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
十
一
で
は
、『
得
力
』

を『
得
意
』（
仏
法
の
根
本
義
を
つ
か
む
）
と
し
て
い
る
。」（
入

矢
義
高
『
龐
居
士
の
語
録
』
禅
の
語
録
七･

一
九
七
三
年･

六
八
ペ
頁
）

（　

）	『
大
慧
書
』
の
注
釈
書
の
中
で
最
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
、

江
戸
時
代
の
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）
に
よ
る

『
大
慧
書
栲
栳
珠
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

	

　

	

省
と
は
省
悟
の
義
に
非
ず
。
乃
ち
労
力
を
省
き
除
く

こ
と
な
り
。
此
れ
に
二
種
有
り
。
一
に
は
未
熟
の
人

に
約
す
。
謂
わ
く
、
尋
常
知
解
聡
明
に
依
っ
て
、
胸

中
に
言
句
を
蓄
積
し
、
義
理
を
安
排
す
。
其
の
力
を

労
す
る
こ
と
の
多
く
し
て
、
此
の
道
に
於
い
て
全
く

益
無
し
。
生
死
に
祗
対
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
真

に
工
夫
を
做
す
時
の
如
く
ん
ば
、
直
に
平
生
の
知
解
、

安
排
、
経
論
言
句
を
放
下
し
て
、
単
単
に
回
向
返
照

し
て
、
手
を
心
頭
に
著
け
て
判
じ
去
る
。
是
く
の
如

く
進
修
す
る
、
此
を
省
力
と
名
づ
く
。
謂
わ
く
、
知

解
安
排
の
労
力
を
省
除
す
る
な
り
。
二
に
は
已
熟
の

人
に
約
す
。
謂
わ
く
、
工
夫
漸
熟
し
て
、
純
と
駁
と

相
い
雑
わ
る
。
譬
え
ば
一
時
の
内
に
妄
念
起
こ
る
こ

と
百
回
、
挙
覚
提
撕
も
亦
た
百
回
な
る
者
の
如
き
。
今

は
妄
念
起
こ
る
こ
と
九
十
回
、
則
ち
其
の
余
の
十
回
、

6
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挙
覚
提
撕
を
労
せ
ず
し
て
、
自
然
に
純
一
な
り
。
是

れ
十
回
の
提
撕
の
力
を
省
く
な
り
。
妄
念
八
十
回
、
則

ち
二
十
回
の
提
撕
の
力
を
省
く
こ
と
に
等
し
。
知
り

ぬ
べ
し
、
譬
え
ば
柿
の
熟
す
る
が
如
き
、
少
分
の
熟

処
加
わ
る
と
き
、
則
ち
少
分
の
生
処
減
ず
。
已
に
半

ば
熟
す
る
と
き
は
、
則
ち
生
処
半
ば
残
る
の
み
。
後

の
書
に
曰
く
、
漸
く
省
力
を
覚
す
る
時
、
便
ち
是
れ

得
力
の
処
な
り
と
。
猶
お
柿
の
青
み
無
き
処
、
即
ち

黄
熟
の
処
と
言
う
が
ご
と
し
の
み⑹

。（
省
者
非
省
悟
義
。

乃
省
除
労
力
也
。
此
有
二
種
。
一
約
未
熟
人
。
謂
尋
常
依
知

解
聡
明
、
胸
中
蓄
積
言
句
、
安
排
義
理
、
其
労
力
之
多
、
而

於
此
道
、
全
無
益
矣
。
不
能
抵
対
生
死
也
。
如
真
做
工
夫
時
、

直
放
下
平
生
知
解
、
安
排
、
経
論
言
句
、
単
単
回
光
返
照
、

著
手
心
頭
判
去
。
如
是
進
修
、
此
名
省
力
。
謂
省
除
知
解
安

排
労
力
也
。
二
約
已
熟
人
。
謂
工
夫
漸
熟
、
而
純
駁
相
雑
。

譬
如
一
時
内
、
妄
念
起
百
回
、
挙
覚
提
撕
亦
百
回
者
。
今
妄

念
起
九
十
回
、則
其
余
十
回
、不
労
挙
覚
提
撕
、自
然
純
一
也
。

是
省
十
回
提
撕
力
也
。妄
念
八
十
回
、則
省
二
十
回
提
撕
力
等
。

可
知
、譬
如
柿
熟
、少
分
熟
処
加
、則
少
分
生
処
減
。
已
半
熟
、

則
生
処
半
残
耳
。
後
書
曰
、
漸
覚
省
力
時
、
便
是
得
力
処
也
。

猶
言
柿
無
青
処
、
即
黄
熟
処
耳
）（
禅
文
化
研
究
所
『
大
慧
書

栲
栳
樹
』
七
九
頁
）

	
	　

以
上
の
無
著
の
解
釈
を
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
と

な
る
。
ま
ず
無
著
は
、「
省
力
」
を
、「
省
悟
」
の
意
味

で
は
な
く
、
労
力
を
省
く
こ
と
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
意
味
で
解
釈
し
た
場
合
に
、
省
力
を
以
下

の
二
点
に
分
類
出
来
る
と
す
る
。

	

①	

初
学
の
者
が
、
知
解
聡
明
に
頼
っ
て
胸
中
に
言
句
を

蓄
積
し
、
義
理
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
こ

れ
ら
の
蓄
積
し
た
経
論
の
言
句
や
、
そ
れ
ら
を
使
用

し
よ
う
と
す
る
態
度
を
直
ち
に
放
下
し
、
ひ
た
す
ら

に
回
光
返
照
し
て
、
手
を
心
頭
に
つ
け
る
よ
う
に
進

修
す
る
こ
と
。

	

②	

後
学
の
者
が
、
工
夫
が
い
よ
い
よ
漸
熟
す
る
も
、
未

だ
微
細
な
妄
念
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
漸
漸
に

話
頭
の
提
撕
に
専
念
す
れ
ば
、
百
回
の
話
頭
の
提
撕

が
、
や
が
て
九
十
回
、
八
十
回
、
七
十
回
と
減
少
し

て
い
く
。
こ
の
提
撕
の
数
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
。

	
	　

以
上
の
無
著
の
定
義
は
、
初
学
者
と
後
学
者
と
に
分

類
し
た
も
の
で
あ
り
、
①
で
知
識
や
分
別
を
省
く
こ
と

を
初
学
者
の
省
力
で
あ
る
と
主
張
し
、
②
で
話
頭
の
工

夫
の
回
数
が
減
少
す
る
こ
と
を
後
学
者
の
省
力
で
あ
る

と
定
義
し
て
い
る
。
②
で
無
著
が
話
頭
の
拈
提
の
回
数

が
減
少
す
る
こ
と
を
省
力
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
無

著
の
独
自
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
思
え
る
が
、
話
頭

の
拈
提
の
回
数
が
減
少
す
る
の
も
、
煩
悩
が
次
第
に
減
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少
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
①
②
共
に
省
く
べ
き
「
力
」
を
煩
悩
と
解
し
て
良
い

と
思
え
る
。

	
	　

無
著
の
定
義
は
詳
細
で
論
理
的
で
は
あ
る
が
、
大
慧

の
説
示
は
無
著
の
定
義
程
に
は
明
確
に
①
と
②
を
分
別

し
て
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
慧
の
主
張
は
対
機
的

な
も
の
で
あ
り
、
①
②
が
混
同
す
る
場
合
も
多
い
。
そ

の
点
は
注
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

	
	　

ま
た
、
第
一
項
は
と
も
か
く
、
第
二
項
に
つ
い
て
は

無
著
の
境
涯
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
大
慧
自
身
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
で
は
参
考
に
と
ど
め
た
い
。

（　

）	

同
様
の
内
容
の
こ
と
は
、「
答
黄
知
県
」で
も
述
べ
て
い
る
。

「
此
れ
よ
り
前
に
写
し
去
り
し
法
語
、
曾
て
時
時
に
覷
看

す
や
。
第
一
に
記
取
せ
よ
、『
心
を
起
こ
し
て
念
を
動
じ
、

肚
裏
熱
忙
し
て
、
急
に
悟
ら
ん
と
要ほ
っ

す
』
と
。
纔
か
に
此

の
念
を
作
し
て
、
則
ち
此
の
念
に
路
頭
を
塞
断
せ
ら
れ
、

永
く
悟
り
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
祖
師
云
わ
く
、『
之
に

執
し
て
度
を
失
す
れ
ば
、
必
ず
邪
路
に
入
り
、
之
を
放
ち

て
自
然
な
ら
ば
、体
に
去
住
無
し
』
と
。
此
れ
乃
ち
祖
師
、

心
を
吐
き
胆
を
吐
き
て
人
の
為
に
す
る
処
な
り
。
但
だ
日

用
、力
を
費
や
す（
費
力
）処
を
做
す
こ
と
を
要
す
る
莫
れ
。

此
れ
箇
の
門
中
、
力
を
費
や
す
こ
と
を
容ゆ
る

さ
ず
。
老
漢
、

常
に
人
の
為
に
此
の
話
を
説
く
、『
得
力
の
処
、
乃す
な
わ是
ち

省
力
の
処
、
省
力
の
処
、
乃
是
ち
得
力
の
処
な
り
』
と
。

若
し
一
念
希
望
の
心
を
起
こ
し
て
悟
入
の
処
を
求
む
れ

ば
、
大
い
に
人
の
自
家
堂
屋
の
裏
に
在お

い
て
坐
し
、
却
っ

て
他
人
に
住
処
を
覓
め
て
問
う
に
異
な
る
こ
と
無
し
。
但

だ
生
死
の
両
字
を
把も

っ
て
、
鼻
尖
児
上
に
貼
在
し
て
、
忘

れ
了
わ
る
こ
と
を
要
せ
ざ
れ
。時
時
に
話
頭
を
提
撕
せ
よ
。

提
じ
来
た
り
提
じ
去
ら
ば
、
生
処
は
自
か
ら
熟
し
、
熟
処

は
自
か
ら
生
な
ら
ん
（
前
此
写
去
法
語
、
曾
時
時
覷
看
否
。

第
一
記
取
、
不
得
起
心
動
念
、
肚
裏
熱
忙
、
急
要
悟
。
纔
作
此
念
、

則
被
此
念
塞
断
路
頭
、
永
不
能
得
悟
矣
。
祖
師
云
、
執
之
失
度
、

必
入
邪
路
、
放
之
自
然
、
体
無
去
住
。
此
乃
祖
師
吐
心
吐
胆
為

人
処
也
。
但
日
用
費
力
処
莫
要
做
。
此
箇
門
中
、
不
容
費
力
。

老
漢
常
為
人
説
此
話
、
得
力
処
乃
是
省
力
処
、
省
力
処
乃
是
得

力
処
。
若
起
一
念
希
望
心
、
求
悟
入
処
、
大
似
人
在
自
家
堂
屋

裏
坐
、
却
問
他
人
覓
住
処
無
異
。
但
把
生
死
両
字
、
貼
在
鼻
尖

児
上
、
不
要
忘
了
。
時
時
提
撕
話
頭
。
提
来
提
去
、
生
処
自
熟
、

熟
処
自
生
矣
）」（『
大
慧
語
録
』
巻
二
九･T

47-936c

）。

（　

）	

石
井
修
道
「
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
五
）
―
著
意

と
忘
懐
と
い
う
語
を
め
ぐ
つ
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

二
二
〔
一
〕・
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（　

）	
無
事
禅
批
判
に
つ
い
て
は
、
土
屋
太
祐
氏
の
以
下
の
諸
論

に
詳
し
い
。「
真
浄
克
文
の
無
事
禅
批
判
」（『
印
度
学
仏
教

8
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学
研
究
」
五
一
―
一
、二
〇
〇
一
年
）・「
北
宋
期
禅
宗
の
無
事

禅
批
判
と
圜
悟
克
勤
」（『
東
洋
文
化
』
第
八
三
号
「
特
集
中

国
の
禅
」、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
二
〇
〇
三
年
）・「
公

案
禅
の
成
立
に
関
す
る
試
論
―
北
宋
臨
済
宗
の
思
想
史
」

（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
一
八
号
・
二
〇
〇
七
年
）。

（　

）	

石
井
修
道
「
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
六
）:

真
歇

清
了
と
の
関
係
を
め
ぐ
つ
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

二
三
〔
一
〕・
一
九
七
四
年
）、
同
上
「
中
国
唐
宋
代
の
禅
宗

史
の
研
究
状
況
と
問
題
点
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

二
〇･

一
九
八
九
年
）
な
ど
、
石
井
修
道
氏
の
一
連
の
大
慧

研
究
を
参
照
。

（　

）	「
馬
祖
の
禅
は
一
言
で
い
え
ば
『
即
心
是
仏
』、
す
な
わ
ち

あ
り
の
ま
ま
の
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
だ
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
考
え
は
、
身
心
の
平
常
の
営
み
を
そ
の
ま
ま
仏

作
仏
行
と
み
な
す
『
作
用
即
性
』
説
や
、
外
な
る
聖
性
へ

の
追
求
を
一
切
や
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
に
自
足
す
る

こ
と
を
理
想
と
す
る
『
平
常
無
事
』
の
説
な
ど
と
し
て
表

現
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
あ
り
か
た
に
は
、
馬
祖

の
弟
子
た
ち
の
間
か
ら
も
懐
疑
や
批
判
が
提
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
自
己
の
現
実
態
に
対
す
る
即
自
的
是
認
と
超

越
的
克
服
と
い
う
、
そ
の
後
の
禅
宗
思
想
史
を
構
成
す
る

二
本
の
対
立
軸
が
登
場
す
る
」（
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
』

岩
波
書
店･

二
〇
一
一
年
、「
は
じ
め
に
」
五
頁
）。

（　

）	

大
慧
が
述
べ
る
、
禅
の
目
指
す
べ
き
釈
尊
の
体
験
に
つ
い

て
は
以
下
の
説
法
に
詳
し
い
。

	

　

	

又
た
云
わ
く
、「
始
覚
を
本
に
合
す
、
之
れ
を
仏
と
謂

う
」と
。
言
い
う
こ
こ
ろは
、「
如
今
の
始
覚
を
以
っ
て
本
覚
に
合
す
」

と
。
往
往
、
邪
師
の
輩
、
無
言
黙
然
を
以
っ
て
始
覚

と
為
し
、
威
音
王
那
畔
を
以
っ
て
本
覚
と
為
す
。
固も
と

よ
り
此
の
理
に
非
ず
。
既
に
此
の
理
に
非
ざ
れ
ば
、
何

者
か
是
れ
覚
な
る
。
若
し
全
く
是
れ
覚
な
ら
ば
、
豈

に
更
に
迷
う
こ
と
有
ら
ん
や
。
若
し
迷
う
こ
と
無
し

と
謂
わ
ば
、
釈
迦
老
子
、
明
星
現
わ
る
時
に
於
い
て

忽
然
と
し
て
便
ち
覚
し
、自じ

家け

の
本
命
元
辰
の
、元
来
、

這
裏
に
在
る
を
知
り
得
る
を
争
奈
せ
ん
。
所
以
に
言

わ
く
、「
始
覚
に
因
り
て
本
覚
に
合
す
」と
。
禅
和
家
の
、

忽
然
と
鼻び

孔く
う

を
摸
著
す
る
如
き
は
、
便
ち
是
れ
這
箇

の
道
理
な
り
。
然
も
此
の
事
は
、
人
人
分
上
に
具
足

せ
ざ
る
こ
と
無
し
。（
又
云
、
始
覚
合
本
之
謂
仏
。
言
以
如

今
始
覚
合
於
本
覚
。
往
往
邪
師
輩
、
以
無
言
黙
然
為
始
覚
、

以
威
音
王
那
畔
為
本
覚
。
固
非
此
理
。
既
非
此
理
、何
者
是
覚
。

若
全
是
覚
、
豈
更
有
迷
。
若
謂
無
迷
、
争
奈
釈
迦
老
子
於
明

星
現
時
忽
然
便
覚
、
知
得
自
家
本
命
元
辰
、
元
来
在
這
裏
。

所
以
言
、
因
始
覚
而
合
本
覚
。
如
禅
和
家
忽
然
摸
著
鼻
孔
、

便
是
這
箇
道
理
。然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
）（『
大
慧
語
録
』

巻
一
八
「
孫
通
判
請
普
説
」T

47-888a

）
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こ
こ
で
大
慧
は
、『
大
乗
起
信
論
』
の
始
覚
と
本
覚
の

説
を
借
り
て
自
ら
の
禅
を
説
く
。
不
覚
の
状
態
か
ら
始

覚
を
通
る
こ
と
で
本
覚
に
至
る
と
い
う
『
大
乗
起
信
論
』

の
主
張
は
、
端
的
に
修
行
必
要
論
で
あ
る
。
大
慧
は
こ

こ
で
、
黙
照
禅
を
主
張
す
る
邪
師
た
ち
は
、
黙
っ
て
坐

っ
て
い
る
こ
と
が
始
覚
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
本

覚
の
境
地
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
つ

ま
り
、
黙
照
禅
者
は
迷
い
が
そ
の
ま
ま
悟
り
と
同
じ
で

あ
っ
て
、
迷
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

	
	　

そ
も
そ
も
釈
尊
は
明
星
を
見
て
忽
然
と
悟
り
を
開
い

た
の
で
は
な
い
か
、
釈
尊
は
、
菩
提
樹
の
下
で
の
禅
定

に
よ
っ
て
迷
え
る
者
か
ら
悟
れ
る
者
に
変
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
以
前
は
迷
い
、
そ
れ
以
後
は
悟

り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
迷
い
が

な
け
れ
ば
悟
り
は
な
い
と
も
言
え
る
。「
一
切
衆
生
、
悉

有
仏
性
」
と
『
涅
槃
経
』
に
も
あ
る
が
、大
慧
も
ま
た
、「
然

も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
こ
と
無
し
」
と

述
べ
て
、悟
り
は
本
来
、万
人
に
内
在
的
な
も
の
で
あ
り
、

禅
僧
が
忽
然
と
鼻
を
つ
か
む
よ
う
に
真
実
の
自
己
に
気

づ
く
の
は
そ
の
た
め
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。『
大
乗
起

信
論
』
の
論
理
も
同
様
で
、
た
と
え
迷
い
の
不
覚
の
状

態
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
底
流
に
は
本
覚
が
流
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
修
行
で
あ
る
始
覚
の
実
践
を
通
っ
て
本

覚
を
自
覚
し
た
時
、
つ
い
に
そ
の
こ
と
を
悟
る
。
こ
の

よ
う
に
、
こ
こ
で
の
大
慧
の
修
行
必
要
論
・
悟
り
を
重

視
す
る
と
い
う
主
張
は
、
釈
尊
に
端
的
に
回
帰
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
花
園
大
学　

非
常
勤
講
師
）
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